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第

一
章

調

査

の

経

過

Ｏ

調

査

事

由

昭
和
二
十
八
年

一
月
二
十
二
日
か
ら
、
同
二
十
九
日
に
至
る
約

一
週
間
、
日
向
遺
跡
調
査
団
の
第
二
回
行
事
と
し
て
、
左
の
二
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
行
つ
た
。

一
、
南
那
珂
郡
福
島
町
大
学
西
方
銭
亀
塚

一
、
同

大
宇
穂
佐
原
王
子
谷
遺
跡

福
島
地
方
は
、
建
久
図
田
帳
に
櫛
間
院
三
百
町
と
記
さ
れ
た
、
所
語
日
向
八
院
の

一
つ
で
、
有
明
湾
に
面
す
る
、
風
光
明
媚
な
、
日
南
の

一
要
地
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
以
降
、
島
津
氏
に
属
し
、
野
辺
氏
が
地
頭
と
し
て
領
し
て
い
た
が
、
戦
国
時
代
に
は
、　
一
時
、
肝
付
、
伊
藤
二
氏
の
領
と
な
り

再
び
島
津
氏
に
帰
し
た
の
を
、
秀
吉
の
西
征
後
、
九
州
諸
侯
の
分
封
に
よ
つ
て
、
高
鍋
落
秋
月
氏
の
下
邑
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

由
来
、
こ
の
地
方
に
は
古
墳
多
く
、
中
に
も
、
剣
城
琢

（前
方
後
円
墳
）
清
見
琢

（前
方
後
円
墳
）
万
多
城
琢

（前
方
後
円
墳
）
霧
島
塚

（
大
円
墳
）
毘
沙
門
塚

（円
墳
）
及
び
銭
亀
塚

（円
墳
）
が
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
銭
亀
塚
は
福
島
中
町
の
西
方
十
数
町
の
丘
陵
上
に
在
り

そ
の
名
称
は
亀
形
を
成
し
て
い
る
た
め
か
、
或
は
曽
て
、
古
銭
を
容
れ
た
瓶
を
出
し
た
た
め
か
、
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
王
子
谷
遺
跡
は
、
従
来
、
王
之
曲
遺
跡
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
時
、
工
之
山
と
い
う
地
名
は
穂
佐
原
地
方
に
存
し
な
い
の
で
、

王
子
谷
の
名
称
に
従
う
こ
と
ゝ
と
す
る
。
今
か
ら
凡
そ
百
三
十
五
年
前
の
文
政
元
年
二
月
、
こ
の
地
の
百
姓
佐
吉
な
る
も
の
が
、
そ
の
所
有

一



＼
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

の
王
之
山
古
墳
か
ら
鉄
器
三
十
余
片
と
共
に
穀
肇
を
掘
ヶ
出
し
た
の
を
、
明
治
十
年
頃
（
探
険
家
松
浦
武
四
郎
か
ら
入
手
し
た
と
、
前
田
元

公
爵
家
の
記
録
に
残
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
士
　
・　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
・

穀
璧

〈
或
は
蒲
璧
）
は
、
周
代
の
子
爵
入
或
は
男
爵
）
の
表
象
と
し
て
あ
る
も
の
で
、
か
ゝ
る
珍
器
を
副
葬
す
る
本
墳
の
主
人
が
相
当
有

力
な
人
物
で
あ
つ
た
こ
と
が
推
考
せ
ら
れ
る
Ｌ
或
は
丈
政
年
中
発
掘
時
の
残
遺
も
あ
ら
ん
か
と
の
予
想
の
下
に
ド
と
の
度
の
発
掘
調
査
が
試

み
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
「　
‐
ｉ
・
　
・
一・　
　
　
一　
一　
一
　
●
　
　
．
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一
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今
回
の
遺
跡
調
査
団
の
組
織
は
左
の
通
け
で
あ
る‐
。
　
　
　
「　
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福
島
町
長

福
島
町
教
育
委
員
長

・Ｏ
　
経

過
●
料
十
峰
一

者

一
同
、
銭
亀
古
墳
前
に
集
合
、
修
祓
を
行
い
、
町
教
育
委
員
長
鍬
入
れ
、
野
村
教

西
側
と
北
側
は
石
積
み
整
然

鉄
鏃

部
を
発

開
始
、
本
日
は
人
夫
を
使
用
せ
ず
、
団
員
の
み
で
、
昨
日
発
掘
の
跡
を
整
理
す
る
。

七
個
＾
鉄
鏃
数
片
と
朱
を
交
え
た
土
塊
な
ど
が
出
で
、
年
後
、
東
部
に
、
鉄
鏃
の

一
塊
を
発
見
す
る
。
五
時
、
終
業
。

三

‡午 午 廿 本 柁 為 加 ザ 若 t先 夏 1廿
前 前 五 日 と 民 に ス 廓 て づ 玉 前 四

花毒R天 ?峯 覆響繕ぢ霊墓稔R
青 ～ 晴 夫 と る か 小 八 が 上 興

｀
晴

小 調
°
五
°
所 ら 玉 十

｀ に ｀ 調
°

玉 査  名 目 に 北 二 糎 南 東 式 1査

撃C売 捜充ミ偲輻悸輿

§曇E IF母 こ雲第竜醤
地 品 ・の 束 ・・ で 乱 二 発 員
の の 丘 酉 緑 1倒 来 掘 ｀
高 少 上 三 ・ や し の を 地
等 い は 抹  自 ゝ  `イト 開 方
学 の 十 1の 薄 東 レ 始 教
校 は 五 南

=い
側 ン し 育｀

そ
｀
北 色 山 は チ た 関

中 の 六 二 丸 石 境 を
°
係

学 た 年 米 玉 を 界 入
校 め 前 の 一 巧 不 れ
の か ま 卜 個 み 明

｀

生
｀ で レ 六 に で 掘

徒 答 は |ィ 琺 平 あ る
等 か 杉 チ 瑯 積 る こ
多  °、山 を '質 み  ° と
数   で 入 V し  二

ξヨ 宅オヤ金言帝多 城ヒ
し  た 発 環 式  で
た  の 掘 ― で ,石°  を を 個 あ 1 廓

伐 行 を る  次
採 つ 次 の  第
し た 々 は  に

,   て が に 珍   顕
畑  ｀ 出  ら   は
地 何 上  し   れ
と 物 し い  る
な を た  °  ・°
し も ° 底
た 獲  部
際 な   か
｀ か     ら
石 つ   銅
廓 た   鏡

同 参

与

宝 神
珠

山 戸

忠 俊

男 一

の      
°
破
片



四

廿
六
日
、
雨
。
／終
日
閉
居
。

甘
七
日
、
雨
。
年
前
中
、
穂
佐
原
に
百
姓
佐
吉
の
墓
を
発
見
し
た
松
田
禎
雄
氏
来
宿
、
王
子
谷
遺
跡
に
就
て
語
る
を
聴
く
。

廿
八
日
、
晴
。

午
前
九
時
、
王
子
谷
遺
跡
前
に
団
員
、
神
戸
町
長
外
有
志

一
同
集
合
、
修
祓
の
後
、
調
査
を
開
始
す
る
。
現
地
は

一
面
に
簸
し
げ
り
、
踏

石
数
個
並
べ
た
入
口
ら
し
い
所
に
注
連
縄
が
廻
ら
し
て
あ
る
。
先
づ
竹
鍛
を
伐
り
払
い
、
人
夫
五
名
及
び
団
員
に
て
掘
り
進
む
。
そ
の
間
、

土
師
器
の
破
片
、
フ
イ
ゴ
の
破
片
、
茶
碗
鋏
げ
な
ど
を
出
し
、
表
土
下
五
十
糎
に
し
て
、
東
西
二
米
、
西
北
五
米
ば
か
り
の
コ
の
字
形
の
石

囲
を
発
見
し
た
。
併
し
な
が
ら
、
上
述
数
品
の
外
、
何
等
考
吉
に
資
す
る
出
土
品
の
な
か
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
つ
た
。

右
の
石
廓
は
、
福
島
地
方
誌
に
、
周
代
璧
玉
の
出
た
遺
跡
と
し
て
『東
西

一
間
、
南
北
二
間
の
石
囲
あ
り
」
と
記
す
も
の
に
当
る
よ
う
で
あ

る
。
而
も
、
何
等
獲
得
す
る
所
の
な
か
つ
た
の
は
、
文
政
の
当
時
、
既
に
全
部
取
り
尽
し
た
も
の
か
。
或
は
又
、
真
の
遺
跡
は
他
所
に
存
ず

る
か
、
穂
佐
原
の
佐
吉
墓
附
近
に
も
そ
れ
ら
し
い
個
所
が
あ
る
と
聞
く
の
で
、
更
に
後
日
の
調
査
研
究
を
要
す
る
で
あ
る
う
。

衛
、
本
遺
跡
の
東
側
に
隣
接
の
畑
地

（
フ
ツ
ガ
ノ
四
四
七
番
）
に
弥
生
式
土
器
の
破
片
が
多
く
散
在
す
る
の
で
、
ニ
ケ
所
に
ト
レ
ン
テ
を

入
れ
て
、
掘
り
試
み
た
が
、
完
全
な
土
師
器

一
個

（径
十
三
糎
）
と
鉄
滓
の

一
塊
と
を
出
し
た
の
み
で
あ
つ
た
。
こ
の
鉄
洋
は
、
先
述
の
フ

イ
ゴ
の
破
片
と
関
連
あ
る
か
否
や
は
不
明
で
あ
る
。

廿
九
日
、
晴
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

前
二
遺
跡
の
整
理
と
復
旧
。

（
日
高
重
孝
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
　
上
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地

理

的

観

祭

⑬

地

理

的

位

置

今
回
調
査
ざ
れ
た
銭
亀
古
墳
は
、
日
向
の
最
南
端
、
福
島
沖
積
平
地
の
西
方
、
善
田
原
に
在

つ
て
、
北
西
部
は
鰐
塚
山
地
に
接
し
、
南
部

は
有
明

（
志
布
志
）
湾
に
臨
み
、
東
南
部
は
低
山
性
の
都
井
岬
に
連
互
す
る
鹿
鳴
山
塊
を
望
見
す
る
風
光
の
卓
越
す
る
景
観
の
地
で
、
本
古

墳
は
、
海
抜
凡
そ
三
〇
米
位
の
低
平

南
傾
の
決
積
層
台
地
の
頂
上
部
に
位

置
し
、
偏
西
季
節
風
が
強
く
当
り
風

化
作
用
を
甚
だ
し
く
受
け
得
る
条
件

を
有
し
て
い
る
。

銭
亀
古
墳
の
外
に
、
附
近

一
帯
に

は
約
五
基
位
の
古
墳
が
点
在
し
て
い

た
と
聞
く
が
、
現
在
は
開
拓
が
進
み

殆
ん
ど
耕
地
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

原
形
の
確
認
さ
れ
得
る
も
の
は
な
い

然
し
、
此
の
台
地

一
帯
の
巡
検
に

依
れ
ば
、
台
地
東
縁
部
に
亘
つ
て
貝

五



し   せ て の   O 日
恐 て 従

｀ ｀
で 地  向

ら ぃ つ 下 福 あ 形 地 に
く る て 流 島 る 的 形 於
此
°
善 水 川 が に と け

の   田 域 と ｀ は 地 る
丘  原 に 善 隆 西 質 ま
陵
及
び
延
長
山
麓
段
丘
_L
に
は

先
史
時
代
に

弓|
き
つ
ゞ

く
古

墳
時
イヽ
とこ

も
古
代
集
落
を
発
達
せ

東 は 田 起 方 の と
縁 今 川 と 善 考 ま
辺 尚 に 断 田 察 つ
に お 沿 層 原  た
沿 低 つ に は  歴
つ 湿 て 依 東  史
て 地

｀ つ 南  的
は 帯 旧 て 部   環
貝 の 砂 地 に   境
塚 痕 丘 体 傾   を
を 跡 列 を 斜   形

覧 魯 豊 解 を
'1

し め 河  し 隆｀
て 岸  ｀ 起

低 複 段 沖 性
沖 雑 丘 積 の

積 な が 低 台
地 る 発 地 地
を 水 達 を で
界 郷 し 換  ｀
と 景

｀
ん 先

し 観 現 で 史
て を 在 鹿 時
間 呈 は 鳴 代
側 し そ 山 に
の て の 塊 於
山 モ` 上  と い
地  る に 警 て
又
°
上 田 は

は   町 原 現
丘   ｀ 台 在
陵   仲 地 の
面   町 を 福
に   の 形 島
は   中 成 平
先   心  し 地
史   市 た は
遺   衝  こ 湾
物   の と 入
包   集 は を
含   落 明 な
層    を か  し
が   成 で て
分   立 あ い
布   さ つ た

′~ヽメプ
´
逆孫 古均残

(

げ鯰

成 窮勒鯉
し

（蕩
２
盲
壊
の
任
”Ｂ

六

塚
並
に
先
史
遺
物
の
散
布
が
見
ら
れ
、
先
史
地
理
的
考
察
の
対
象
地
域
と
な
ち
こ

と
が
出
来
る
。
更
に
弥
生
式
、
祝
部
式
上
器
の
破
片
も
所
々
に
発
見
さ
れ
る
の
で

あ
つ
て
、
古
墳
時
代
に
至

つ
て
も
北
、
中
部
日
向
の
吉
墳
文
化
圏
と
、
串
良
、
大

隅
古
墳
文
化
圏
と
の
中
間
的
位
置
と
し
て
、
之
等
と
有
機
的
に
関
連
あ
る
、
所
謂

日
向
南
限
地
帯
と
し
て
の
福
島
古
墳
文
化
を
形
成
し
て
い
だ
と
考
え
て
も
差
支

へ

な
い
で
あ
ろ
う
。

当
地
方
は
中
世
の
庄
園
時
代
に
は
櫛
間
院
と
称
せ
ら
れ
古
来
、
歴
史
的
に
も
様

々
な
変
遷
を
経
た
地
で
あ
つ
、
こ
の
台
地
以
外
に
は
古
墳
も
二
十
数
基
を
数
え
南

て

い
る
。

し
め
て
い
た
こ
と
は
地
形



①

舞
禁
含
色戸

中婢催般エ 表薄星″

一　一　一　エ

僻軒も
、，ノ

回∝

覇四と
則卯
殻腿
期ゎ
律





的
諸
条
件
か
ら
考
察
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
尚
お
仲
町
を
中
心
と
し
て
数
基
の
古
墳
が
あ
る
。

地
質
的
に
は
鰐
塚
山
系
及
び
鹿
鳴
地
塊
は
共
に
中
生
代
末
期
の
自
要
紀
層
で
、
断
層
作
用
と
隆
起
を
伴
い
乍
ら
山
麓
階
成
生
の
形
で
形
成

さ
れ
志
布
志
湾
を
越
え
て
南
大
隅
の
花
商
岩
ホ
ル
ス
ト
に
続
い
て
い
る
。
善
田
原
も
其
の

一
環
と
し
て
出
来
上
つ
た
台
地
で
あ
る
。
勿
論
、

そ
の
間
に
位
置
す
る
福
島
低
地
は
隆
起
性
の
沖
積
層
で
あ
る
。

銭
亀
古
墳
は
善
田
原
丘
陵
の
中
心
最
高
地
点
に
位
し
て
い
る
が
、
表
面
壌
土
は
殆
ん
ど

侵
蝕
削
知
さ
れ
、
赤
裾
色
牒
石
を
以
つ
て
極
め
て
薄
く
覆
わ
れ
、
岩
辮
膚
が
表
上
に
近
接

し
て
い
る
状
態
で
、
従

つ
て
発
堀
さ
れ
た
石
棺
も

一
部
露
出
し
て
い
た
。

農
耕
地
と
し
て
の
開
拓
の
為
め
人
為
的
に
も
古
墳
は
原
形
を
失
う
ま
で
に
破
壊
さ
れ
て
好
Ｔ

お
り
、
独
立
墳
の
様
相
を
示
し
て
は
い
る
も
の
ゝ
此
の
附
近

一
帯
に
は
尚
お
幾
つ
か
の
古

墳
が
存
在
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
い
つ
の
間
に
か
、
此
の
様
に
し
て
畑
滅
し
て
了

つ
た

産
子
暉

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

０
　
地
理
的
構
造
の
考
案

銭
亀
古
墳
の
原
形
を
、
石
棺
の
位
置
と
、
現
在
の
墳
丘
地
形
上
か
ら
復
元
的
に
其
の
構
造
を
考
察
し
て
み
れ
ば
、
凡
そ
次
の
二
つ
の
場
合

が
想
定
さ
れ
る
。

０
　
石
桔
の
位
置
は
、
墳
丘
の
中
心
部
で
あ
る
か
否
か
。

②
　
自
然
の
丘
陵
の
南
部
斜
面
を
利
用
し
た
も
の
か
。

現
在
の
墳
丘
は
開
拓
さ
れ
て
畑
地
と
な
つ
て
お
り
、
且

つ
、
自
然
の
侵
蝕
作
用
を
受
け
て
表
土
は
甚
だ
し
く
削
剣
攪
乱
さ
れ
石
棺
蓋
の
平

い 偶伽地奈回)
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修盈古壕命断a図)
形
石
の

一
部
が
既
に
露
出
し
て
い
た
。
古
墳
の
位
置
は
台
地
に
於
い
て
は
最
高
地
点
に
在
つ
て
眺
望
が
優
越

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
の
丘
陵
の
南
部
斜
面
に
石
棺
の
場
所
を
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
も
決
し
て
不
自

然
で
は
な
い
。

地
層
的
に
も
単
純
で
、
岩
盤
の
表
土
近
接
性
か
ら
み
て
も
、
石
棺
め
埋
設
深
度
と
比
較
し
て
、
封
上
の
厚

深
度
が
多

い
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

此
の
様
に
考
え
て
来
れ
ば
②
の
場
合
が
確
実
性
を
有

つ
こ
と
に
な
る
。
仮
り
に
若
し
、
石
棺
の
位
置
を
墳
丘

の
中
心
部
と
し
た
場
合
は
、
点
線
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
様
な
原
形
を
と
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
が
、
現
地
形

Ａ
、
Ｂ
、
Ｄ
や
、
地
質
的
判
定
上
か
ら
は
、
こ
の
形
状
は
と
ら
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

更
に
検
討
せ
な
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
今
迄
に
発
表
さ
れ
て
い
る
当
該
古
墳
の
形
状
を

「
瓢
た
ん
型
墳
」
と

し
て
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
若
し
、
前
方
後
円
墳
的
形
を
と
る
と
し
た
と
き
、
外
見
上
は
、
現
地

形
的
に
斯
様
に
見
ら
れ
て
も
、
地
理
的
構
造
の
分
析
の
結
果
は
妥
当
性
を
鋏
ぐ
の
で
あ
つ
て
、
綜
合
的
に
結

論
す
れ
ば
、
自
然
丘
陵
突
端
部
の
展
望
景
観
に
優
れ
た
南
部
斜
面
の
日
当
り
に
も
恵
ま
れ
た
地
点
を
利
用
し

多
少
の
人
為
的
な
変
形
に
よ
る
円
墳
的
形
式
の
古
墳
と
断
定
す
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

（
吉
野
忠
行
）

十
五



十
六

第
二
章

銭

銭

亀
塚

は
福

島

町
大
字
西
方
字
善

田
原

に
あ

る
。

こ
の
古
墳

は
自

然

の
丘
地

を
利
用

し
、
最

初

予
備
調
査

を
行

つ
た
際

に
こ
の
丘
地

の
頂

上

か
ら
梢

々
南

に
降

つ
た
所

に
石
棺

の

一
部
が
露
租

し

て

い
た
。
昭

和

二
十

八
年

一
月

二
十
四
日

、

こ
の
露

出

部

を
中

心

に
し

て
東

西

四

、

五
米

、
南
北

二
米

の
ド

レ
ン
チ
を
入

れ
、
表

土

を
除

く

と
忽

ち
石
棺

に
到

達

し

た
。

そ
れ

で
更

に
北
方

に

一
米

、
東

部

及
び
南

部

に
各

一
米

を
拡
げ

て
石
結

の
全
形

を
出

し
花
。
発
掘

の
途

上

に
於

い
て
鋼

器
破

片

、
鉄
鏃
破

片
及

び
須
恵

器
破

片
等

を
掘

り
出

し
た
が
、

こ
れ
ら
は
石

棺

の
形
状

が
明

め

に
な

る
と
鉄
鏃

を
除

い
て
は
何

れ
も
石
棺

の
外

側

に
在

つ
た

こ
と

が
知

ら

れ
た
。
石
棺

の
形

状

は
図

版

に
示

す
通
り

で
あ

つ
た
。

石
構

は
東
西

に
略

ぼ
正
確

に
方

位

し
、
棺

の
内

側

の
広

ざ
東
西

三
米

、
南

北
約

七
十
糎

で
、
結

の
東

部

は
石

棺
が
破
壊

さ
れ

て

い
た
。

つ

い
で
棺
底

を
精
査

し

た
結

果
は

ゞ
中
央

部

よ
り
釘

い
東

部

よ
り
丸

玉

、
小

玉

、
銀

環

、
鏃
等

を
発
見

し
た
。

そ

の
棺

中

に
存

在

し
た
状

況

は

図

版

及

び
写
真

に
ょ

っ
て
見
‘

通
り

で
あ

る
が
、
概
説

す

れ
ば

、
釘

は
棺

の
西
壁

か
ら
東
方

一
米

五

セ
ン
チ
、
北

壁

か
ら
二
十
糎

の
場
所

に

在

り

、
丸

玉

は
西

壁

か
ら
東

方

二
米

六
六
糎

、
北
壁

か
ら
二

五
糎

の
位
置

に
あ
り

、
銀

環

は

そ
の
西
北

一
〇
糎

の
位
置

に
あ
ヶ

、
小

玉

は
そ

の
附
近

二
〇
糎

四
方

の
所

に
散

乱

し

て

い
た
。
又
鉄
鏃

は
銀

環

の
西
方

一
五
糎

の
位

置

に

一
個

、
丸
玉

の
南
方

二
五
糎

の
所

に

一
束

と

な

つ

て
構

底

に
サ
ビ
付

い
て

い
た
。
以
下

こ
れ
ら

の
遺
物

に

つ
い
て
詳
記

す

れ
ば
次

の
通
り

で
あ

る
。

Ａ

、
石
　
　

相

石

構

は
前

に
記

し
花
よ
う

に
、
東

部

は
石

積

が
失

わ

れ

て

い
た
が
、
東
西
三

米
ヽ
甫

北

七
〇
糎

で
、
深

さ
は
量
深

部
四
〇
糎

あ

る
か
ら

こ

れ
が
原
形

と
見

て
良

い
で
あ

ろ
う
。

こ
の
石

棺

は
日
向

国

に
於

い
て
は
珍

ら

し

い
形

式

で
、
一席

平

な
石

を
立

て

ゝ
使

用

せ
ず

、
石
垣

を
築

く
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よ
う
に
、
こ
れ
を
扁
平
に
積
み
重
ね
て
棺
の
側
竪
を
形
成
し
て
い
る
。

つ
ま
り
深
い
所
は
石
を
四
重
、
そ
の
他
も
二
重
或
い
は
二
重
に
築
い

て
い
る
。
こ
の
種
の
石
棺
は
北
九
州
地
方
で
は
こ
れ
を
平
石
積
式
石
棺
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
次
ざ
に
石
棺
に
は
底
石
を
用
い
ず
、
底
は

粘
土
質
の
上
を
堅
め
て
造
ら
れ
て
い
る
。
更
ら
に
注
目
す
べ
き
は
蓋
で
あ
る
。
こ
の
石
棺
に
は
蓋
は
な
か
つ
た
。
或
い
は
開
墾
の
際
に
蓋
石

を
剣
ぎ
去
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
が
、
七
十
糎
の
幅
を
差
し
渡
す
よ
う
な
大
き
な
石
は
附
近
に
全
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た

従

つ
て
蓋
石
は
無
か
つ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
蓋
の
無
い
筈
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
に
注
目
す
べ
き
は
積
石
の
構
造
で

あ
る
。
そ
れ
は
平
面
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、　
一
番
上
の
石
は
そ
の
下
の
石
よ
り
五
糎
位
い
引

つ
込
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は

原
形
が
そ
の
侭
保
存
さ
れ
て
い
る
西
側
及
び
北
側
の
石
積
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
こ
の
石
積
み
の
特
殊
な
装
置
は
、
こ
の
上
に
蓋

を
載
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
釘
の
存
在
と
共
に
、
こ
の
石
棺
の
蓋
は
木
製
で
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
石
棺
は
、
石
室
す
な
は
ち
石
椰
な
り
や
石
棺
な
り
や
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
形
状
は
こ
の
中
に
棺
を
入
る
ゝ
石

室
に
似
て
い
る
が
、
大
き
さ
は
普
通
の
石
棺
と
殆
ん
ど
同
じ
で
、
直
接
に
死
体
を
容
れ
る
も
の
ゝ
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
蓋
が
無
い
か
ら
木
棺

を
中
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
も
、
丘
の
頂
上
か
ら
少
し
く
降

つ
た
所
に
位
置
し
て
い
る
点
と
併
は
せ
考
え
て
、　
一
応
考
え
得

ら
れ
る
が
、
石
積
の
構
造
か
ら
見
て
木
の
蓋
を
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
石
棺
と
見
る
こ
と
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｂ
、
九
　
　
　
玉

丸
玉
は
唯

一
個
存
在
し
た
。
図
の
如
く
、
直
径

一
、　
一
糎
、
高
さ
○
、
八
糎
の
丸
で
い
中
央
に
直
径
Ｏ
、
三
糎
の
穴
が
貫
通
し
て
い
る
。

そ
し
て
表
面
に
は
右
肩
か
ら
左
裾
に
か
け
て
赤
、
自
、
青
、
黄
、
青
、
白
、
赤
と
い
う
よ
う
に
繰
り
返
す
斜
曲
線
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て

い
る
。
そ
し
て
赤
は
色
幅
が
や
ゝ
広
く
、
青
は
線
が
狭
く
て
二
筋
入
り
、
そ
の
青
と
青
の
中
間
は
黄
色
が
あ
せ
て
い
る
。
何
に
し
て
も
美
事

一
一
一



一
一二

な
細
五
で
象
嵌
的
手
法
が
施
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
所
謂
ト
ン
ボ
玉
の
一
積
で
あ
ヶ
、
日
向
に
於
け
る
最
初
の
出
上
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

Ｃ
、
銀
　
　
　
環
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

銀
環
は
非
常
に
細
い
。
環
は
空
洞
で
な
く
、
や
ゝ
馬
た
い
純
銀
棒
を
曲
げ
た
も
の
で
、
棒
の
直
径
は
Ｏ
、
二
糎
、
環
は
鍬
か
何
か
を
打
ち

込
ま
れ
た
ら
し
く
曲
つ
て
い
る
が
、
長
径
二
、
二
糎
、
短
径
二
糎
の
精
円
状
を
な
し
て
い
る
。
原
形
は
径
二
糎
で
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

こ
れ
も
只

一
個
し
か
な
か
つ
た
。

Ｄ
、
小
　
　
　
玉

小
玉
は
碧
色
の
硝
子
小
玉
で
、
そ
の
数
三
十
六
個
を
得
た
。
も
つ
と
多
か
つ
た
で
あ
ろ
う
が
、
東
部
は
前
に
書
い
た
よ
う
に
石
棺
が
壊
れ

て
い
た
の
で
流
れ
去
つ
た
の
か
、
見
残
し
た
と
し
て
も
多
く
を
見
逃
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
流
れ
去
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
、
鐵
　
　
　
鏃

鉄
鏃
は
銀
環
の
西
方
に
一
個
と
、
そ
の
南
方
に
十
数
個
が

一
束
と
な
り
刃
を
東
に
向
け
て
棺
底
に
サ
ビ
付
い
て
い
た
。
こ
の
鏃
が
棺
底
の

上
に
サ
ビ
つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
こ
の
棺
に
底
石
が
無
か
っ
た
こ
と
、
及
び
こ
の
部
が
余
り
荒
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
鏃
は
蝕
頭
形
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
つ
た
。

Ｆ
、
銅
　
器
　
破
　
片

鍋
器
の
破
片
は
極
め
て
小
さ
く
、
長
径
二
糎
、
短
径

一
糎
の
や
ゝ
三
角
形
で
、　
一
方
の
縁
は
厚
さ
Ｏ
、
二
糎
で
湾
曲
し
、
他
の
方
は
薄
い

一
部
に
緑
青
を
生
じ
全
体
と
し
て
は
赤
色
を
呈
し
て
い
る
。
鏡
の
縁
部
と
見
ら
れ
る
が
、
鏡
と
す
れ
ば
倣
製
鏡
で
、
緑
部
の
湾
曲
を
延
長
し

て
見
る
と
、
直
径
四
、
七
糎
位
い
の
極
め
て
小
形
の
鏡
と
な
る
。
た
ゞ
し
こ
の
物
の
存
在
し
た
場
所
が
棺
の
外
側
で
あ
つ
上
事
実
か
ら
見
て

果
し
て
こ
の
石
棺
内
に
在
つ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。



嬢
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Ｇ
、
　

釘

釘
は
唯

一
個
の
破
片
で
サ
ビ
朽
ち
て
そ
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
難
か
つ
た
。

Ｈ
、
須
　
惑
　
器
　
破
　
片

須
恵
器
は
こ
の
吉
墳
の
外
部
地
上
に
多
数
散
布
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
石
棺
の
北
側
の
石
の
上
に
在
つ
た
も
の
で
杯
の
破
片

の
よ
う
で
あ
つ
た
。

以
上
に
よ
つ
て
見
る
に
、
こ
の
吉
墳
に
葬
ら
れ
た
人
は
棺
の
東
を
頭
に
し
、
西
に
足
を
伸
ば
し
て
葬
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

た
ゞ
棺
の
中
央
部
以
西
は
棺
形
が
比
較
的
良
く
残

つ
て
い
た
の
に
、
そ
の
部
分
か
ら
は
何
ら
の
遺
物
を
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た

こ
と
は
不
思
議
で
、
耳
飾
り
と
思
わ
れ
る
銀
環
が

一
個
し
か
無
か
つ
た
こ
と
、
鏡
の
破
片
と
思
わ
れ
る
も
の
が
棺
外
の
石
の
間
に
、
し
か
も

比
較
的
表
土
に
近
く
存
在
し
た
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
或
い
は
前
に
盗
掘
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
も
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
。
兎
に

角
、
美
く
し
い
丸
玉
や
硝
子
小
玉
を
有
し
、
銀
の
浦
酒
な
耳
飾
り
を
し
て
い
た
点
か
ら
見
て
身
分
の
高
い
女
性
の
墓
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

最
後
に
こ
の
古
墳
の
原
形
の
問
題
で
あ
る
が
、
地
元
の
人
々
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
も
と
こ
の
古
墳
は
二
つ
の
上
餞
頭
形
を
な
し
、

そ
の
く
ゝ
れ
た
中
央
部
が
通
路
に
な
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
前
方
後
円
式
か
或
は
瓢
形
墳
で
は
な
か
つ
た
か
と
も
想
像

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
発
掘
の
結
果
現
わ
れ
た
石
棺
は
非
常
に
整
つ
た
も
の
で
、
他
に
は
か
ゝ
る
石
棺
の
埋
没
し
て
い
る
所
は
こ
の
丘
上
に

は
な
い
こ
と
が
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
明
か
と
な
つ
た
か
ら
石
棺
は

一
個
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
位
置
が
自
然
の
丘
を
利
用
し

て
、
丘
の
頂
上
部
よ
り
南
側
斜
面
に
降

つ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
点
等
か
ら
考
え
て
、
恐
ら
く
こ
れ
は
そ
の
上
に
若
子
の
盛
上
を
有
し
た
円
墳

で
あ
つ
た
が
、
丘
地
が
北
側
に
膨
れ
て
い
る
の
で
道
路
が
出
来
た
ゝ
め
に
瓢
箪
形
を
呈
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

二
五



し
て
丘
地
の
頂
上
に
石
棺
を
置
か
ず
し
て
そ
の
斜
面
を
利
用
し
て

が
石
棺
を
強
固
に
す
る
に
役
立

つ
か
ら
で
あ
る
う
と
思
わ
れ
る
。

一
一一ハ

い
る
こ
と
は
、
平
石
積
式
石
棺
と
関
係
の
あ
る
こ
と
で
、
こ
う
す
る
こ
と

（石
川
恒
太
郎
）

第
四
章
　
王

子

谷

住

居

址

最
初
王
子
谷
が
着
目
さ
れ
た
の
は
、
福
島
町
は
彼
の
有
名
な
前
田
元
侯
爵
家
所
蔵
の
穀
璧
を
出
し
た
所
で
、
そ
の
璧
を
出
し
た
王
之
山
が

今
の
王
子
谷
で
あ
る
と
い
う
地
元
の
人
々
の
考
証
に
信
頼
し
た
結
果
で
あ
つ
た
。
然
し
最
初
に
予
備
調
査
を
行

つ
た
際

（
昭
和
二
十
七
年
七

月
十
七
日
）
こ
の
畑
地
に
弥
生
式
上
器
や
埴
器
の
破
片
が
移
だ
し
く
散
乱
し
て
を
り
又
打
製
石
鏃

一
個
を
発
見
し
た
等
の
こ
と
か
ら
、
こ
ゝ

に
住
居
址
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
つ
た
。
尚
お
前
田
元
侯
爵
家
所
蔵
の
璧
の
箱
書
に
は
、

「
文
政
元
年
戌
寅
二
月
日
向
国
那
珂
郡
今
町
農
佐
吉
所
有
地
字
王
之
山
掘
出
石
棺
中
所
獲
古
玉
鉄
器
三
十
余
晶
之

一
、
蓋
日
向

上
古
之
遺
蹟
多
央
所
語
王
之
曲
亦
必
非
尋
常
古
縁
也

湖
　
山
　
長
　
尽
　
題
」

明
治
十
年
丁
丑
十
二
現

と
あ
り
、
考
古
学
雑
誌
第
十

一
巻
第
十
号
に
は
、
右
の
記
事
に
続
い
て
、

「
径

一
尺
二
寸
、
厚
約
二
分
あ
る
所
謂
穀
璧
で
あ
る
。
是
が
果
し
て
伝
の
如
ぐ
日
向
発
掘
と
す
る
と
、
学
界
の

一
大
事
実
と
言
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
我
が
古
墳
の
中
か
ら
は
、
支
那
の
玉
で
作
つ
た
璧
の
発
見
せ
ら
れ
た
例
は
寡
聞
ま
だ
之
を
知
ら
な
い
。
古
墳
発
掘
品
の
中
そ
の
模

造
か
すと
思
わ
れ
る
も
の
は

一
二
あ
る
が
、
之
も
璧
の
模
造
と
見
る
べ
き
か
は
定
説
と
な
つ
て
い
な
い
。
し
か
し
朝
鮮
大
同
江
面
か
ら
は
、

嘗
て
璧
が
発
見
せ
ち
れ
て
、
関
野
博
士
に
よ
つ
て
本
誌
に
も
紹
介
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
伝
を
絶
対
に
否
定
す
る
こ
と
も
出



来
な
い
。
平
子
鐸
積
氏
は
か
つ
て
之
を
見
ら
れ
て
、
そ
の
所
見
を
記
る
し
て
前
田
家
に
贈

つ
た
と
見
え
、
今
に
そ
の
車
稿
を
存
し
て
い
る

故
人
を
偲
ぶ
ま
す
が
に
、
そ
の
全
文
を
写
し
て
お
か
う
」

と
い
つ
て
平
子
鐸
嶺
氏
が
前
田
家
に
贈
ら
れ
た

「
周
宏
璧
考
略
」
と
い
う

一
文
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
省
略
す
る
が
最
後
に
、

「
今
見
ル
所
ノ
璧
面
恰
粒
子
ノ
如
ク
凸
起
セ
ル
モ
ノ
ア
リ
コ
レ
呉
氏
ノ
所
謂
穀
璧
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
即
コ
レ
周
代
子
爵
諸
侯
ノ
天
子
享
用
ノ

器
タ
リ

（
シ
）
モ
ノ
ナ
ラ
ム
真

二
希
世
ノ
珍
宝
卜
称
ス
ベ
シ

弘
璧
ノ
大
サ
ニ
ツ
イ
テ
云
ヒ
穀
璧

ハ
製
作
ニ
ツ
イ
テ
云
即
コ
レ
宏
璧

ニ
シ
テ
穀
璧
タ
ル
モ
ノ
カ

明
治
戊
申
二
月
念
二
日
夜
稿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

と
あ
る
。
こ
の
璧
が
考
古
学
上
如
何
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
王
子
谷
の
発
掘
箇
所
は
、
山
丘
が

西
か
ら
東
方
に
伸
び
た
舌
状
丘
地
で
、
南
北
約
七
十
米
、
東
西
約
四
十
米
の
台
地
を
な
し
、
台
地
の
中
央
、
山
に
接
す
る
所
に
竹
叢
を
な
す

神
社
址
が
あ
り
、
こ
れ
が
王
之
山
吉
墳
の
跡
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
東
方
及
び
南
方
は
畑
に
拓
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
部
分
に
土

器
の
散
布
を
認
め
た
の
で
あ
つ
た
。

一
月
二
十
八
日
調
査
団
は
二
政
に
分
れ
、
こ
の
古
墳
の
跡
と
見
ら
れ
る
箇
所
の
発
掘
を
瀬
之
口
委
員
が
受
持
ち
、
住
居
址
の
発
掘
を
私
と
吉

野
委
員
が
受
持
つ
た
の
で
み
つ
た
。
尚
お
日
高
正
晴
氏
が
こ
れ
に
参
加
さ
れ
た
。

先
ず
最
も
有
望
と
思
わ
れ
る
神
社
址
南
方
の
畑
に
神
社
址
東
南
端
か
ら
東
方
六
米
の
地
点
を
中
心
に
幅
二
米
、
長
さ
八
米
の
ト
レ
ン
チ
を

南
北
に
掘

つ
た
。
そ
し
て
土
器
の
破
片
を
追
う
て
床
面
を
求
め
た
が
、
開
墾
の
際
に
表
土
を
削
平
さ
れ
た
ゝ
め
に
床
面
が
地
表
下
二
十
五
糎

―
十
五
糎
と
な
つ
て
い
て
耕
作
の
た
め
荒
ざ
れ
て
い
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
更
ら
に
ト
レ
ン
チ
の
南
端
か
ら
西
方
直

角
に
幅
二
米
、
長
四
米
延
ば
し
た
が
、
こ
の
部
分
は
地
盤
が
隆
起
し
て
を
り
、
南
か
ら
北
、
西
か
ら
東
に
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

三
七



二
八

た
。
し
か
も
地
盤
が
掘
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
附
近
に
住
居
の
境
界
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
入
念
に
調
査
し
た
が
遂
に
そ
れ
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。

つ
い
で
そ
れ
か
ら

一
段
高
く
な
つ
て
い
る
北
方
の
畑
に
、
東
西
八
米
、
幅
二
米
の
ト
レ
ン
テ
を
入
れ
た
。
こ
ゝ
も
同
様
に
床
面
を
耕
作
の

た
め
破
壊
さ
れ
て
い
た
の
で
確
実
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
し
か
し
地
表
下
十
五
糎
の
所
で
埴
器
の
杯
三
個
が
存
在
し
た
。
そ
の

一

個
は
完
全
で
他
の
二
個
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
接
ざ
合
わ
せ
れ
ば
完
全
と
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
埴
器
か
ら
東
方

一
米
の
個
所

に
金
属
洋

一
個
が
存
在
し
た
。
こ
の
金
属
洋
は
塊
状
を
な
し
、
表
面
や
ゝ
滑
ら
か
で
図
の
如
く
長
さ

一
五
、
五
糎
、
幅
中
央
部

一
一
糎
、
高

七
糎
で
、
地
表
下
三
十
五
糎
の
と
こ
ろ
に
存
在
し
た
。

以
上
の
如
く
こ
の
発
掘
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
も
の
は
埴
器
と
金
属
滓
の
み
で
、
住
居
址
が
確
か
に
あ
つ
た
と
は
思
わ
れ
た
が
、
床
面
を
耕

作
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
の
で
之
れ
を
確
実
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
は
遺
憾
で
あ
つ
た
。

富
一、　
姓雨
　
　
　
　
　
　
警調

今
回
の
調
査
は
、
最
初
に
主
た
る
目
的
と
し
た
前
田
元
侯
爵
家
所
蔵
の
穀
璧
の
出
土
地
を
確
か
め
る
と
い
う
こ
と
は
失
敗
に
終

つ
た
。
け

れ
ど
も
こ
ゝ
に
わ
れ
ど
ヽ
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
銭
亀
塚
の
発
掘
に
よ
つ
て
明
か
に
さ
れ
た
平
石
積
式
石
棺
が
存
在
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
石
棺
は
日
向
の
北
部
、
中
央
部
、
そ
の
他
に
な
く
、
こ
の
地
に
の
み
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
周
代
の
肇

が
日
向
に
は
出
な
く
て
こ
ゝ
の
み
に
出
た
と
い
う
事
実
と
共
に
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
北
九
州
に
於
い
て
は
平
石
積
式
石
棺
も
あ
り

又
璧
の
破
片
も
弥
生
式
遺
蹟
か
ら
出
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
ら
の
古
墳
の
示
す
文
化
は
、
日
向
の
中
央
そ
の
他
の
文
化
と
は
性
質
を
異

に
し
、
北
九
州
と
直
接
関
係
を
持

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
ら
の
特
質
が
た
と
え
志
布
志
、
大
崎
に
及
ぶ
古
日
向

の
遺
蹟
と
繋
が
り
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
将
来
の
研
究
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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な
お
こ
れ
ら
遺
蹟
に
金
属
滓
や
輔
の
羽
口
破
片
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
時
の
時
代
か
に
金
工
址
が
附
近
に
あ
つ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
　

　

（
石
川
恒
太
郎
）

第
五
章
　
エ

I蜘

ノ

我
日
向
国
カ
ラ
大
陸
疫
来
卜
見
ル
前
漢
末
又
ハ
後
漢
初
期
ノ
璧
ガ
出
土
シ
テ
キ
ル
、
之

ハ
上
代
文
化
ノ
上
カ
ラ
非
常

工
重
要
ナ
ル
事
柄
デ

ア
ル
カ
ラ
順
ヲ
追
フ
テ
之
ヲ
述
ベ
テ
見
タ
イ
。

昭
和
三
年
二
月
十
五
日
平
凡
社
発
行
ノ
世
界
美
術
全
集
第
二
巻
二
、
前
田
侯
爵
家
所
蔵
穀
璧
蒲
璧
ノ
写
真
ヲ
載
セ
、
田
辺
孝
次
氏
ノ
解
説
ガ

シ
テ
ア
ル
、
今
共
ノ
要
ヲ
拝
借
シ
テ
録
シ
テ
見
ル
、

三
器
ハ
周

二
至
ツ
テ
大
二
発
達
シ
タ
、
朝
廷

二
玉
府
ガ
ア
ツ
テ
、
服
玉
、
侃
玉
、
含
玉
等
ノ
玉
器
ヲ
製
造
シ
、
大
瑞
六
器
ノ
玉
器
モ
完

備
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
、
大
瑞
ノ
玉
器
ハ
、
爵
位
ノ
表
象

二
待
ツ
モ
ノ
デ
、　
一
鎮
圭

ハ
四
方
ヲ
安
ン
ス
ル
笏
形
ノ
玉
デ
、
二
桓
圭

ハ
公
ノ
執
ル

所
ノ
笏
形
ノ
玉
、
三
信
圭
モ
同
シ
ク
笏
形
デ
侯
ノ
執
ル
所
、
四
第
圭

ハ
伯
ノ
執
ル
所
、
五
穀
璧

ハ
米
粒
ヲ
表

ハ
シ
子
ノ
執
ル
所
、
六
蒲
璧

ハ
籠
ロ

ニ
編
ン
ダ
蒲
席
ノ
文
様
ヲ
彫
琢
シ
タ
ノ
デ
ア
ツ
テ
男
ノ
執
ル
所
ト
ナ
ツ
テ
イ
ル
、
姦

二
掲
ゲ
タ
ノ
ハ
此
約
束

二
合
致
ス
ル
穀
璧
デ

子
爵
ノ
身
分
ヲ
表
象
ス
ル
為
二
持
ツ
モ
ノ
デ
ア
ロ
ウ
、
玉
質

ハ
非
常

二
細
カ
ク
且
ツ
光
沢
ヲ
帯
ビ
径
約
尺
五
寸
厚
サ
約
四
分
ア
ル
、
我
国

唯

一
ノ
穀
璧
卜
言
ツ
テ
モ
コ
カ
ロ
ウ
ト
思
フ
ガ
、
穀
璧

ハ
普
通
径
五
寸
ト
ア
ル
ニ
本
品

ハ
尺
五
寸
ト
ア
リ
、
大
サ
カ
ラ
言
ヘ
バ
平
子
鐸
嶺

氏
ノ
説
ノ
如
ク
第
圭

（？
）
卜
称
シ
テ
モ
コ
カ
ロ
ウ
。

蒲
璧

ハ
六
壁
ノ
玉
ノ
一
ツ
デ
男
爵
ノ
持
ツ
玉
器
デ
ア
ル
、
姦

工
掲
ゲ
タ
ノ
ハ
穀
璧
卜
思
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
米
粒
ノ
コ
ウ
ナ
少
サ

一一一一一一



三
四

イ
彫
琢
デ
ナ
ク
寧

▼
、
籠
ロ
ノ
ヨ
ウ
ナ
文
様
フ
ア
ラ
ハ
シ
テ
ア
ル
為

二
蒲
璧
卜
思

ハ
ル
ヽ
モ
ノ
が
ア
ル
ガ
、
何

レ
ニ
シ
テ
モ
他
卜
比
較

ス

ル
モ
ノ
ガ
ナ
イ
カ
ラ
何

レ
ト
モ
決
定
シ
難
イ
云
々
。

本
邦

ノ
上
代
遺
蹟
カ
ラ
玉
類
ヲ
出
シ
タ
ノ
ハ
、
額
前
国
須
玖
岡
本
カ
ラ
、
明
治
二
十
二
年
頃
甕
棺

二
伴

ツ
テ
発
見
サ
レ
タ
破
璃
璧
残
欠

（東
大
蔵
大
五
十
二
年
大
震
災
ノ
際
焼
亡
）
及
ビ
支
政
五
年
二
月
筑
前
国
始
土
郡
三
雲
村

ニ
テ
、
甕
棺
鏡
ナ
ド
ト
出
土
セ
シ
モ
ソ
、
青
柳

種
信
恰
土
郡
三
雲
村
所
掘
出
古
器
図
考
）
大
正
末
年
昭
和
ノ
初
、
中
山
平
次
郎
博
士
、
岡
本
須
玖
地
方

ニ
テ
発
掘

シ
タ
小
璧
片
等
ガ
ア
リ

尚
オ
購
入
品
ト
シ
テ
、
大
二
十
年
頃
、
東
京
帝
室
博
物
館
購
入
品
硝
子
璧
二
個
分
断
片
ガ
ア
ル
。

以
上
出
土
品
、
購
入
品
ト
モ
断
片
ノ
ミ
デ
ア
ル
ガ
、
前
田
家

ノ
モ
ノ
ハ
完
全
品
デ
ア
ル
、
余

ハ
前
田
家

二
照
会
ツ
テ
箱
書

二
記
シ
テ
ア
ル
ノ

ヲ
録
シ
テ
貰

ツ
タ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

文
政
元
年
戊
寅
二
月
、
日
向
国
那
珂
郡
今
町
村
農
佐
吉
所
有
ノ
字
王
ノ
山
カ
ラ
掘
出
シ
タ
石
棺
中
、
古
玉
、
古
鉄
器
三
十
余
点
フ
内
ノ
一

ツ
デ

ア

ル
。

然
ラ
ハ
如
何

ニ
シ
テ
日
向

ノ
モ
ノ
ガ
遠
イ
金
沢
ツ
前
田
家

二
伝

ハ
ツ
タ
カ
ト
イ
フ
ト
、
彼
ノ
幕
末

ノ
北
地
探
検
家
ト
シ
テ
有
名
ナ
松
浦
武
四

郎
氏

ハ
、
古
器
類
ア
サ
リ
フ
ヤ
リ
日
向

二
来
タ
コ
ト
モ
前
後
四
回

二
及
ビ
、
本
荘
町
稲
荷
社
祠
官
宮
永
真
琴
氏
ト
ハ
交
遊
最
モ
深
ク
、
来
遊

ノ
都
度
宿
泊

シ
、
詩
酒
微
逐
シ
テ
盛

二
気
烙
ヲ
挙
ゲ
タ
モ
ノ
ラ
シ
イ
ノ
デ
、
前
記
今
町

ニ
モ
自
身
旅
行
脚
ヲ
シ
テ
之
ヲ
譲
受
ケ
タ
モ
ノ
ラ
シ

イ
、
松
浦
氏
ガ
日
向

二
来
タ
ノ
ハ
幕
末
頃
デ
佐
吉
翁

ハ
文
政
三
年
八
月

二
死

シ
テ
居
り
、
次
代
佐
吉

ハ
昭
和
三
年
物
故
シ
、
三
代
助
次
郎

ハ

昭
和
十
四
年

二
死
去
シ
、
現
代
ノ
当
主

ハ
河
野
善
太
郎
氏
デ
、
佐
吉
翁
カ
ラ
四
代
ロ

ニ
当

ツ
テ
居
ル
、
松
浦
氏
ガ
璧
ヲ
得

テ
去
ツ
タ
ノ
ハ
、

三
代
目
助
次
郎
ノ
時
デ
ア
ロ
ウ
、
松
浦
氏
ガ
此
ノ
遺
品
ヲ
前
田
家

二
譲

ツ
タ
ノ
ハ
、
明
治
十
年
頃
デ
ア
ル
ラ
シ
イ
ガ
、
日
向
ノ
古
墳
出
土
品

ナ
ド
モ
其
′
都
度
必
ズ
ャ
其
二
三
点
乃
至
四
五
点

ハ
携
出
シ
タ
ト
思
フ
ガ
、
コ
レ
以
上

ハ
手
ガ
カ
リ
ガ
ナ
イ
、
氏

ノ
日
記

ハ
ア
ツ
タ
筈
デ
、



王
ノ
山
遺
跡
全
景





文
部
省
ノ
土
田
三
平
氏

二
頼
ン
デ
捜
索
ハ
シ
タ
ガ
、
松
浦
氏
ノ
伝
記
ヲ
親
族
ノ
某
氏
カ
ラ
横
山
健
堂
氏

二
書
テ
貰
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
日
記
類

参
考
書
類
マ
デ
添
ヘ
テ
コ
コ
シ
タ
ソ
ウ
ダ
ガ
、
其
ノ
庵
横
山
氏
ハ
死
去
シ
親
族
某
氏
モ
死
去
シ
タ
ノ
デ
、
何
等
記
述
ノ
残
サ
レ
タ
モ
ノ
ガ
ナ

イ
ト
イ
フ
、
然
ル
ニ
中
村
徳
五
郎
氏
ガ
鹿
児
島
在
留
中
ハ
、
雑
誌
三
州

二
引
用
シ
タ
記
述
ハ
、
残
片
乍
ラ
多
少
存
シ
、
近
時
松
下
鉄
太
郎
君

カ
ラ
見
セ
テ
貰
ツ
タ
ガ
、
今
町

工
関
ス
ル
部
分
ハ
ナ
イ
。

世
界
美
術
全
集

二
掲
ゲ
ラ
レ
タ
、
写
真
卜
其
ノ
解
説
ヲ
見
夕
余

ハ
、
福
島
町
ハ
手
近
イ
所
ガ
ア
リ
、
王
ノ
山
ノ
古
墳

（
力
又
ハ
単

二
上
代
遺

蹟
力
）
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
発
見
シ
ヨ
ウ
ト
、
今
町
ノ
地
ヲ
取
調
ベ
タ
コ
ト
ハ
一
再
デ
ナ
イ
、
遂
ニ
ハ
同
町
長
デ
前
代
議
士
デ
ア
ツ
タ
吉
松
忠
敬
氏

ヲ
煩
ハ
シ
、
先
ヅ
佐
吉
ノ
墓
ヲ
取
調
べ
、
次
々
進
ン
デ
調
査
ヲ
マ
ト
メ
テ
見
コ
ヴ
ト
シ
テ
見
タ
ガ
、
吉
松
氏
ノ
熱
誠
モ
之
ブ
尋
ネ
出
ス
コ
ト

ハ
出
来
ナ
カ
ツ
タ
、
ソ
レ
デ
遂
ニ
ハ
今
町
ノ
墓
ト
イ
フ
墓
ヲ
片
ツ
端
カ
ラ
調
ベ
テ
見
タ
ガ
、
全
然
不
明
デ
ア
ツ
タ
、
然
ル
ニ
昭
和
二
十
六
年

ノ
冬
ト
ナ
ル
ド
、
余
ノ
鹿
児
島
県
志
布
志
中
学
校
デ
、
師
弟
ノ
関
係
ノ
ア
ツ
タ
松
下
鉄
太
郎
君
ハ
、
此
ノ
事
フ
話
ン
タ
後
偶
々
古
新
聞
ヲ
整

理
シ
タ
中
カ
ラ
、
今
町
ノ
吉
墳
ノ
記
事
ヲ
見
ツ
ケ
、
余

二
知
ラ
シ
テ
ク
レ
タ
、
古
新
聞
ト
イ
フ
ハ
明
治
二
十
年
ノ
頃
、
深
江
村
長
時
代
、　
一

新
聞
記
者
ガ
採
録
シ
タ
モ
ノ
デ
、
今
町

二
王
ノ
池
ガ
ア
リ
、
王
ノ
山
ノ
吉
墳
ガ
書
カ
レ
、
墳

ハ
隆
然
タ
ル
吉
塚
デ
ハ
ナ
イ
ガ
、
二
間

二
一
間

位
ノ
竹
致
ヲ
ナ
シ
テ
居
り
、
石
棺
モ
ア
ナ
、
附
近
ノ
畑
中

二
赤
イ
土
器
ガ
散
ラ
バ
ツ
テ
イ
ル
ト
ア
ツ
タ
、
之

二
勇
気
ヲ
得
夕
余

ハ
早
速
福
島

町
役
場

二
牒
シ
、
古
老
ノ
松
田
禎
雄
氏

マ
デ
煩
ハ
シ
テ
、
其
ノ
秘
出
ヲ
求
メ
タ
、
所
デ
現
時
ノ
今
町
ト
イ
フ
ノ
ハ
、
福
島
川
ノ
右
岸
卜
海
岸

一
帯

二
止
ル
ヨ
ウ
デ
ア
ル
ガ
、
旧
幕
時
代

ニ
ハ
今
町
二
注
グ
小
川
ノ
支
流
フ
遡
ツ
テ
、
今
ノ
中
学
校
附
近
カ
ラ
其
ノ
北
方
穂
佐
原
ア
タ
リ
迄

フ
称
シ
タ
ラ
シ
イ
、
今
日
イ
フ
福
島
町
全
体
ト
シ
テ
ハ
、
串
間

（櫛
間
）
デ
ア
ツ
タ
ラ
シ
イ
、
斯
ク
テ
王
ノ
山
ハ
字
王
ノ
池
ノ
南
方
ナ
ル
、

山
腹
ソ
竹
致
ガ
最
モ
有
望
視
サ
レ
、
百
中
九
十
八
マ
デ
ハ
間
違
ナ
シ
ト
サ
レ
タ
。

コ
ヽ
デ
後
漢
書
ノ
東
夷
伝
及
ビ
魏
志
二
書
カ
レ
テ
ア
ル
日
支
交
通
ノ
大
要
ヲ
書
テ
見
ル
。

三
七



三
八

後
漢
書
、
東
夷
列
伝
第
　
七
十
五
　
　
宋
苑
眸
撰

倭
在
〓
韓
東
南
海
中
一、
依
〓
山
島
一為
レ居
、
凡
百
余
国
、
自
三武
常
滅
工
朝
鮮
・使
訳
通
ｉ
於
漢
一者
二
十
余
国
、

（後
略
）

此
諸
国
中
卑
弥
呼
国

ハ
、
古
来
広
ク
論
議
サ
レ
、
其
ノ
故
地

二
大
和
説
ア
リ
、
又

一
方

二
九
州
説
ア
リ
、
帰
着

ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ナ
イ
、
大
和

説

ハ
日
本
書
紀
ノ
本
文

二
之
ヲ
認
メ
、
明
治

二
入
ツ
テ
、
三
上
参
次
、
三
宅
米
古
、
高
橋
健
自
、
山
田
孝
雄
、
内
藤
虎
次
郎
諸
博
士
之
ヲ
唱

へ
、
中

ニ
モ
高
橋
博
士

ハ
、
考
古
学
生
ヨ
リ
論
定
シ
、
大
和
説
ノ
動
カ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
述
ベ
タ
。

之

二
対
シ
九
州
説

ニ
ハ
、
江
戸
時
代
本
居
宣
長
駆
戎
概
言

二
之
ヲ
述
べ
、
文
博
喜
田
貞
吉
、
同
自
馬
庫
吉
、
古
谷
清
、
橋
本
増
吉
氏

ア
リ
、

高
橋
博
士
ノ
考
首
学
上
コ
リ
論
議
サ
レ
タ
ノ
ハ
、
従
来

ヨ
リ
数
歩
ヲ
進
メ
タ
モ
ノ
デ
、
大
和
説
ノ
動
カ
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
ヲ
述
ベ
ラ
レ
テ
居

ル
ガ
、
読
過
ノ
後

マ
ダ
何
力
物
足
ラ
ヌ
モ
ノ
ガ
ア
ル
ノ
ハ
、
第
二
者
ノ
等
シ
ク
感
ズ
ル
所
デ
ア
ロ
ウ
、
喜
田
博
士

ハ
狗
奴
【
二
仲
ハ
【
室
３
″
タ

ル
ベ
ク
、
ソ
シ
テ
ソ
レ
ヲ
魏
志

二
見

ユ
ル
通
り
、
九
州
ノ
南
部
ト
シ
、
狗
奴
国
卜
見
テ
熊
襲

二
当

テ
ラ
レ
テ
居
ル
ガ
、
之
モ
性

二
聞
ク
ベ
キ

一
説
ダ
ト
思
フ
、
山
田
博
士
ノ
狗
奴

ヲ
上
毛

二
比
、定
サ
レ
テ
居
ル
ノ
ハ
、
更

二
一
考
ヲ
要

ス
ベ
キ
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
、

以
上
魏
志
殆
ン
ド
全
部
ヲ
引
用
シ
タ
ノ
ハ
、
県
下
ノ
考
古
学
徒
フ
文
献

ニ
モ
親

マ
セ
ン
為
デ
ア
ツ
テ
、
遺
物
ノ
研
究

ニ
モ
導
入
セ
ン
ガ
為

ノ
微
意

二
外
を
フ
テ
イ
ｏ

余

ハ
尚
オ
魏
志
卜
同
ジ
ク
陳
寿
ノ
撰
デ
ア
ル
、
呉
志
ヲ
引
イ
テ
見
タ
イ
、

呉
　
志
　
　
巻
二
　
陳
寿
撰

孫
権
黄
龍
二
年
春
正
月
、
遣
こ
将
軍
衛
温
諸
葛
亘
・将
二
甲
士
万
人
一浮
し海
求
夷
洲
及
賞
洲
ｋ

真
洲
在
こ
海
中
ｋ
　

　

（中
碁
）
世
相
承
レ

有
〓
数
万
家

其
土
人
民
時
有
レ至
入
Ａ
稽
貨
市
入
本
稽
東
県
人
、
海
行
亦
有
・遭
二
風
流
移
至
二
自
洲
一者
と
、所
在
絶
遠
、卒
不
レ可
レ得
至
、
但
得
エ

夷
洲
数
千
人
・還
。



ナ
ド
ア
ル
ガ
魏
志
二
依
り
考
フ
ル
迄
モ
ナ
ク
此
頃
倭

二
至
ル
ニ
ハ
沿
岸
航
路
デ
海
洋
横
断
ナ
ド
ハ
出
来
ナ
カ
ツ
タ
、
然
ル
ニ
右

二
引
舛
所
又

彼
三
国
志
二
見
ユ
ル
赤
壁
ノ
戦

二
、
呉
軍
ハ
風
雨

工
乗
ジ
、
魏
ノ
軍
船
ヲ
焼
テ
之
ヲ
ツ
ク
シ
タ
ノ
ヲ
見
ル
ト
、
呉
ノ
方
ハ
水
軍
ガ
相
当

二
発

達
シ
、
恐
ラ
ク
今
ノ
琉
球
カ
ラ
奄
美
大
島
披
玖
多
柳

ヲ
経
テ
、
九
州
南
部

工
渡
航
シ
タ
ト
見
テ
モ
差
支
ナ
イ
、
姦

二
於
テ
余

ハ
前
田
家
ノ
璧

ト
イ
フ
ノ
ガ
、
北
九
州
カ
ラ
流
入
シ
タ
ト
カ
卑
弥
呼
ト
ノ
戦
利
品
デ
ア
ル
ト
カ
イ
フ
コ
ト
ヲ
考
工
＞
見
ル
外

二
三
国
対
立
ノ
際
、
南
九
州
カ

ラ
呉

二
入
朝
シ
テ
封
冊
ヲ
受
ケ
タ
モ
ノ
ガ
ア
ル
コ
ト
ヲ
予
想
シ
テ
考
察
フ
進
メ
タ
方
ガ
ヨ
イ
ト
思
フ
、
夕
ヾ
今
日
迄
前
田
家
ノ
璧
ト
イ
フ
ヲ

拝
見
モ
セ
ズ
、
彼
是
論
ジ
テ
モ
仕
方
ナ
イ
、
併
シ
朝
野
ノ
学
者
ト
テ
モ
璧
ヲ
実
見
サ
レ
タ
ノ
ハ
少
イ
様
デ
、
之
ヲ
取
上
ゲ
ラ
レ
タ
ツ
ハ
、
大

村
西
崖
氏
ノ
東
洋
美
術
史

二
見
ヘ
タ
位
ノ
モ
ノ
、
叉
璧
ノ
コ
ト
ヲ
書
イ
タ
モ
ノ
デ
ハ
、
有
竹
斎
吉
玉
図
譜
ガ
ア
ル
位
ダ
カ
ラ
、
天
下
ノ
有
識

者
、
考
古
学
徒
タ
ル
モ
ノ
、
モ
ツ
ト
視
野
ヲ
大
キ
ク
シ
、
コ
ン
ナ
問
題
ノ
実
相
ヲ
ツ
カ
ム
ヨ
ウ
エ
シ
タ
イ
モ
ノ
ダ
ト
思
フ
。

コ
ヽ
デ
所
謂
王
ノ
山
古
墳
附
近
ノ
地
形
フ
少
シ
書
テ
見
ル
。

今
ノ
日
向
大
隅
ノ
境

二
、
笠
祗
嶽
ガ
ア
ル
、

（標

高

四

四

四
）
山
ノ
西
部
ハ
志
布
志
町
デ
、
明
治
二
十
九
年
マ
デ
ハ
日
向
園
南
諸
県
郡
ト

シ
テ
鹿
児
島
県
工
隷
シ
テ
イ
タ
、
農
林
省
ノ
地
質
図

二
依
ル
ト
、　
一
帯
ノ
地
ハ
第
三
紀
層
ト
ナ
ツ
テ
イ
ル
ガ
、
第

一
世
界
大
戦
ノ
際
独
り
留

学
カ
ラ
帰
ツ
モ
来
ラ
レ
タ
、
東
京
高
師
貌
授
ノ
地
学
者
某
氏
ハ
、
其
ノ
山
形
カ
ラ
見
テ
中
世
層
ト
ス
ベ
キ
デ
ハ
ナ
イ
カ
、
都
井
岬

一
帯
ノ
山

脈
ヲ
志
布
志
カ
ラ
眺
メ
タ
地
形
ハ
此
山
モ
含
メ
テ
ド
ウ
シ
テ
モ
第
二
紀
層
ト
ハ
受
取
レ
ス
ト
、
帰
朝
後
見
学
旅
行
ノ
際
其
話
ヲ
承
ツ
テ
居
ル

共
笠
祗
嶽
ノ
支
豚
ガ
東
南

二
一
支
脈
ヲ
出
シ
、
支
脈
ノ
東
南
方

ハ
福
島
町
ノ
海
岸
低
地
デ
、
小
サ
イ
丘
陵
ガ
其
ノ
間

二
出
入
シ
テ
イ
ル
、
字

今
町
ハ
福
島
川
ノ
注
グ
下
流
ノ
海
岸
砂
丘
二
位
置
シ
、
所
謂
水
郷
ノ
地
デ
田
園
集
家
ノ
沖
積
地
デ
ア
ル
、
王
ノ
山
ノ
地
ハ
笠
祗
嶽
支
豚
丘
陵

ノ
中
腹

エ
ア
ル
事
前
申
述
ベ
タ
通
デ
ア
ル
、

一
月
二
十
六
日
銭
亀
塚
発
掘
ヲ
終
ツ
タ
我
々
ハ
二
十
七
日
愈
々
発
掘
ヲ
ナ
ス
事

エ
ナ
リ
、
宿
所
ノ
福
島
仲
町
カ
ラ
東
北

二
車
ヲ
走
ラ
ス
コ
ト

三
九



四
〇

一
里
、
王
子
原
ノ
畑
地

二
出
夕
、
原
頭
オ
ラ
見
夕
支
豚
ヲ
色
ド
ル
山
々
ハ
四
条
風
ノ
画
デ
見
ル
ヨ
ウ
デ
南
方
的
冬
期
ノ
山
水
美
デ
ア
ル
。

ソ
レ
カ
ラ
台
地
カ
ラ
小
谷
ヲ
廻
リ
テ
ロ
的
地

二
着
ク
、
地

ハ
西
側

二
三
百
米
位

モ
高
キ
丘
陵

ヲ
負

ヒ
、
東
斜
面

ノ
中
部
畑
地
ノ
フ
キ
ニ
小
竹

藪
ガ
ア
ル
、
斜
面

ハ
コ
ヽ
デ
梢
緩
斜
シ
、
二
米
モ
低
キ
畑

ニ
ツ
ヾ
キ
テ
、
東
北

二
開
イ
テ
ヰ
ル
、
明
治
二
十
年
頃
ノ
新
聞

二
書
イ
タ
古
墳
ト

イ
フ
ノ
ハ
（
コ
ノ
竹
致
ノ
所
ヲ
指

ス
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
夕
ヾ
通
り

一
辺
′
記
述
卜
見
ル
ベ
キ
デ
、
古
墳
ノ
本
質

二
触

レ
ナ
イ
、
又
ソ
レ
以
外

ニ

ハ
此
処

工
関
シ
タ
記
録

ハ
無
イ
ツ
デ
ア
ル
ガ
、
新
聞

二
書
カ
レ
タ
封
土
モ
、
今

ハ
別

エ
ア
ル
ノ
デ
ナ
ク
、
石
棺
卜
見
夕
榔
ラ
シ
イ
モ
ノ
ガ
南

方
カ
ラ
覗
イ
タ
致
中

二
一
寸
見

ユ
ル
許
デ
ア
ル
、
発
堀

二
先
ダ
チ
地
元
及
ビ
人
夫

ノ
要
望
ガ
ア
リ
、
墳
前
祭

ハ
銭
亀
塚
デ

一
所

エ
ス
マ
シ
テ

ア
ツ
タ
ガ
、
致
中

二
何
力
祭

ツ
テ
ア
ル
ト
イ
フ
ノ
デ
、
特

二
神
職

ヲ
招
イ
テ
祭
典
ヲ
行
フ
、
ャ
ガ
テ
竹
致

ハ
刈
ラ
レ
、
鍬

ハ
入
レ
ラ
レ
タ
、

図

二
示
ス
コ
ウ

エ
Ａ
地
点
カ
ラ
堀
進
ン
デ
翻
■
０
冒
ノ
長
方
形

ニ
ナ
ツ
タ
土
砂
フ
取
り
去
り
、
深
サ
五
セ
ン
テ
位
デ
岩
石
ガ
東
西

二
横

ハ
ツ

テ
キ
ル
、
愈
々
古
墳
ト
ス
レ
バ
石
椰
デ
ア
ル
、
併

シ
ヨ
ヽ
二
小
祠
ガ
ア
ツ
テ
其
ノ
敷
石

二
使
用
サ
レ
タ
モ
ノ
ラ
シ
イ
カ
ラ
、
案
外
近
代
ノ
モ

ノ
ラ
シ
イ
、
寓
植
土
、
植
土

ハ
次
第

二
取
去
テ
レ
タ
、
土
師

ノ
破
片
ガ
数
点

ア
ラ
ハ
レ
ル
、
深
サ
ハ
次
第

二
増
シ
、　
一
メ
ー
ト
ル
ト
ナ
ツ
タ

土
師
片
モ
七
、
八
十
点
ト
ナ
ツ
タ
、
最
早
晩
方
ト
ナ
ツ
タ
ノ
デ
、
是
迄
デ
作
業
フ
切
上
グ
宿

二
帰
ル
。
今
日
ハ
人
夫
四
名
ヲ
使
用
シ
、
学
生

数
名
奉
仕
シ
タ
、

一
月
二
十
八
日
早
朝
カ
ラ
発
掘

ヲ
ナ
ス
、
発
掘
面

ハ
次
第

二
Ｆ
Ｈ
ノ
方

ヘ
ト
堀
広
ゲ
、
深
サ
モ
上
部
ノ
黒
土
層
カ
ラ
赤
土

ヘ
ト
進

ン
ダ
ガ
、

凡
テ
ガ

一
メ
ー
ト
ル
ト
ナ
ツ
タ
所
デ
ヤ
メ
タ
、
出
土
シ
タ
モ
ノ
ハ
次

ノ
通
デ
ア
ル
、

０
　
輔
ノ
火
口
附
近
デ
ア
ル
、
鉄
分

フ
含

ン
ダ
堅
キ
塊
。

①
　
火
口
先
ノ
一
片
デ
火
ロ
ノ
内
壁

ノ
一
部
ヲ
示

ス
モ
ノ
粘
土
質
ノ
焼
イ
タ
、
厚
サ
三
セ
ン
テ
円
ノ
一
部
ヲ
ナ
シ
テ
横

へ
三
セ
ン
チ
ホ
ド

曲
り
、
前
卜
同
ジ
ク
其
先
鉄
洋

二
鉄
分
ヲ
含

ム
。



０
　
人
エ

ニ
成
ル
ヤ
ヽ
堅
キ
粘
土
焼

ノ
モ
ノ
デ
、
内

二
片

ハ
側
辺

ス
ペ
／
ヽ
卜
扁
平
ヲ
呈
シ
、
ア
ト
ノ
一
個

ハ
棒
状
ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
。

∞
　
土
師
器
破
片
、
完
全
ナ
モ
ノ
舟
ク
、
凡
テ
半
壊
又

ハ
小
破
片
デ
ア
ル
、
糸
底
ノ
見

ユ
ル
モ
ノ
モ
多
イ
。
破
片
計
百
六
十
余
点
。

⑭
　
弥
生
式
上
器
、
中
期
頃
ノ
モ
ノ
ト
見
ル
ベ
キ
破
片
四
。

い
　
破
片

一

０
　
貝
類
二
　

一
ハ
期
珊
礁
破
片
、　
一
ハ
テ
ン
グ
ニ
シ

い
　
陶
器
片
　
農
耕

ノ
際
捨
テ
タ
モ
ノ
ト
見
ル
江
戸
時
代

本
国
モ
人
大
四
人
フ
役
シ
学
生
奉
仕
者
数
名
ア
リ
腕
方
引
上
グ

出
土
品
モ
ア
ツ
タ
カ
ラ
各
員

ノ
所
見
ヲ
徴

ス
ル
ニ
左
ノ
如
シ
、
古
墳
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
ノ
、

文
政
ノ
発
掘
カ
ラ
百
年
以
上
経
過
シ
テ
居
ル
訳
ダ
ガ
、
後
フ
復
旧
シ
タ
ト
シ
テ
凡
テ
ハ
酸
化
雷
爛
し
去
ツ
タ
モ
ノ
ガ
多
イ
筈
ダ
ノ
エ
、
輔

ノ
品
ガ
出
タ
ノ
ハ
性

二
其
ノ
残
品
ダ
ロ
ウ
、
ツ
レ
ニ
附
随
シ
タ
三
個
ノ
焼
成
品

モ
同
ジ
デ
ア
ル
。

文
政
度
ノ
発
掘
後
恐
ラ
ク
再
度
ノ
発
掘
ガ
ア
ツ
タ
ト
思
フ
、
文
政
度
ノ
発
掘
ガ
次
々
二
伝

ヘ
ラ
レ
テ
居
タ
ノ
デ
、
或
時
代
発
掘
フ
ャ
リ
、

明
治
年
代

二
古
墳
ト
シ
テ
取
上
ゲ
テ
書
イ
タ
モ
ノ
デ
ア
ロ
ウ
、
若
シ
再
度
ノ
発
掘
ガ
ナ
カ
ツ
タ
ナ
ア
、
此
場
所
ヲ
古
墳
ト
シ
テ
書
ク
筈
ガ

ナ
イ
、
仲
町
ノ
古
墳
中
、
霧
島
塚
北
方
ノ
毀
損

セ
ル
墳
ヲ
書
テ
ナ
イ
ノ
ヲ
考
慮

二
入
レ
ル
ト
コ
イ
。
此
処
ノ
竹
致

二
何
力
祭

ツ
テ
ア
ル
ノ

ハ
、
古
墳
フ
掘

ツ
タ
後

二
、
恐
レ
虔

ン
デ
ヤ
ツ
タ

モ
ノ
地
方
民
ノ
心
理
フ
表

ハ
シ
タ
モ
ノ
、
コ
レ
モ
古
墳
ノ
ア
ツ
タ
事
ヲ
証
ス
ル
。

エ
ノ
池
ノ
名
ノ
古
イ
事

ハ
、
土
地
台
帳

ニ
モ
知
ラ
レ
ル
、
ソ
ノ
附
近

工
璧

ヲ
出
シ
タ
、
処
ダ
カ
ラ
エ
ノ
山
ノ
名
ヲ
生
ジ
タ
ト
見
ル
ベ
キ
ダ

古
壌
ヲ
非
ト
ス
ル
モ
ノ
、
　
　
　
　
　
　
・

文
政
度
ノ
発
掘
ガ
虫
処
ゲ
ホ
ス
レ
バ
、
今
少

シ
遺
品
ダ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
、
輔
ノ
遺
品

ハ
東
斜
面

ノ
畑
カ
ラ
モ
出
タ
カ
ラ
、
ソ
レ
ガ
証
拠

四

一



ニ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
、
結
局
璧
ガ
出
夕
程
ノ
古
墳
デ
ア
レ
バ
、
今
少
シ
ハ
遺
物
ガ

ヨ
ウ
ト
イ
ツ
テ
、
璧
ノ
出
所

ハ
不
明
ノ
侭
、
後
日
二
譲
ル
事

ニ
ナ
ツ
タ
。

四
二

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ズ
、
尚
オ
他
ノ
場
所
ヲ
モ
捜
シ
テ
見
ル
事

二

（瀬
之
口
偉
九
郡
）



第

一一
部

　

日
の
影
新
畑
洞
穴
遺
跡
及
大
溜
包
含
層



第

一
章
・
調

査

の
■経

過

日
向
遺
跡
調
査

団
の
第
二
年
度
行
事
と
し
て
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
日
よ
り
、同
十
七
日
に
至
る
ま
で
、題
記
の
遺
跡
調
査
を
行
つ
た

。

団
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一団
　
　
長
　
　
県
・
教
　
育

一
長

副

団

長
　
　
県
社
会
教
育
課
長

同
　
　
　
　
　
県
立
博
物
館
長

県
文
化
調
査
委
員

　

・●
」

同同

一”　
　
　
　
九
大
助
教
授

県
社
会
教
育
課
係
長

県
社
会
教
育
主
事

同
　
　
課
　
員

´
　

，　
　

　
　

　
　

　
　

同

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
立
博
物
館
学
芸
員

四
三

黒 宮 西 寺 佐 鏡 吉 瀬 石 日 金 野

.         之

木 早 橋 原 藤 山 野 日

'II高
田 村

淳 孝 敏 俊 勝  忠 伝 値 重 智 憲
九 太   一

吉 信 雄 文 信
・
猛 行 郎 郎 孝 成 郎



，　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

十
　
日
　
晴
。

午
前
八
時
半
、
日
の
影
町
興
相
教
育
委
員
長
及
び
高
松
主
事
の
案
内
で
、　
一
同
ト
ラ
ツ
ク
に
乗
じ
、
日
の
影
町
大
字
七
折
新
畑
の
洞
癌
に

向
う
。
遺
跡
は
日
の
影
町
か
ら
北
方
約

一
キ
ロ
、
見
立
鉱
山
へ
の
道
路
に
沿
う
渓
谷
の
中
腹
に
在
り
。
略
西
面
し
、
間
口
一
四
、
八
〇
米
、

奥
行
最
深
部
で
約
二
米
、
高
サ
最
高
部
で
約

一
、
二
〇
米
あ
り
。
阿
蘇
火
山
に
よ
る
安
山
岩
の
柱
状
節
理
を
成
せ
る

一
大
凹
窟
で
あ
る
。
直

下
に
日
の
影
川
が
流
れ
て
い
る
。

町
内
有
志
に
よ
る
加
勢
数
人
を
役
し
て
、
窟
前
の
密
林
を
払
い
、
癌
内
を
南
よ
り
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ｏ
Ｄ
の
四
区
に
分
ち
、
測
量
と
発
掘
調
査
と

を
開
始
す
る
。

午
前
中
、
Ａ
区
よ
り
床
下
約
二
〇
糎
に
し
て
組
文
土
器
の
破
片
数
個
、
敲
石

一
個
出
づ
。
午
後
、
人
骨
ら
し
き
破
片
、
石
鏃
三
欄
、
臼
歯

一
個
、
石
斧

一
個
、
石
種
二
個
出
づ
。
本
洞
窟
上
部
に
も
小
洞
痛
あ
り
、
探
り
て
石
種
八
個
を
得
た
り
。
年
後
五
時
終
業
。

十

一
日
、
晴
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

午
前
中
、
Ｃ
区
の
床
面
よ
り
約
二
〇
糎
に
し
て
蛤
貝
殻

一
個
、
土
器
破
片
数
個
、
歯
及
び
人
骨
粉
ら
し
き
も
の

一
握
、
石
鏃
二
個
、
午
後

に
至
り
、
同
区
よ
り
机
部
土
器
破
片
二
個
、
歯

一
個
、
猪
歯

一
相
、
敲
石

一
個
出
づ
。
本
夕
、
鏡
山
猛
氏
来
着
。
夜
、
日
の
影
小
学
校
に
於

て
、
町
内
有
志
、
半
生
等
と
座
談
会
を
催
す
。

十
二
日
、
曇
、
後
、
雨
。

午
前
八
時
出
発
、
洞
窟
の
南
方
大
菅
部
落
の
大
沼
包
含
層
の
調
査
を
行
う
。
こ
ゝ
は
日
の
影
川
に
枕
む
西
面
丘
陵
の
断
層

（
ト
ロ
ッ
コ
道

開
通
の
た
め
生
し
た
）
に
て
、
朴
ロ
ッ
コ
道
約

一
米
上
部
が
地
盤
ち
し
く
、
南
北
に
六
米
を
限
り
、
Ａ
・
Ｂ
二
区
に
分
ち
て
発
掘
す
。

年
後
、
Ａ
区
よ
り
石
斧
四
個
、
縄
文
土
器
破
片
、
石
種
等
多
数
出
土
す
。
土
器
は
大
略
、
御
手
洗
式
、
鐘
ケ
崎
式
の
も
の
多
し
。
降
雨
の



た
め
四
時
半
終
業
、
出
土
品
を
河
眸
に
洗

つ
て
持
ち
帰
る
。
　

（
日
高
重
孝
）

第
二
革
　
新
畑
洞
穴
遺
蹟
及
び
大
溜
包
含
居

一
、
遺
贖
所
在
及
び
我
見
の
動
機

大
溜

（
お
だ
ま
り
）
遺
蹟
は
西
臼
杵
郡
日
の
影
町
大
字
七
折
字
大
溜
に
あ
る
。
こ
の
地
点
は
日
の
影
町
の
日
の
影
橋
か
ら
北
に
日
の
影
川

を
遡
つ
た
約
ニ
キ
ロ
半
の
左
岸
大
溜
部
落
の
丘
地
に
あ
る
。
こ
の
地
は
近
く
小
学
校
の
移
転
予
定
地
と
な
つ
て
い
る
や
ゝ
平
ら
な
丘
地
で
、

近
年
こ
の
丘
地
の
下
縁
に
川
に
沿
う
て
ト
ロ
道
が
開
通
し
た
が
、
同
村
大
菅
か
ら
延
岡
市
の
旭
化
成
工
業
株
式
会
社
工
場
に
通
つ
て
い
る
同

社
工
員
佐
藤
常
生
氏
が
通
行
中
、
同
地
点
に
土
器
の
破
片
が
包
含
さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
、
そ
の
数
十
点
を
得
て
筆
者
の
鑑
定
を
求
め
ら
れ

た
の
が
昭
和
二
十
八
年
の
初
め
頃
で
あ
つ
た
。　
一
見
し
て
組
文
土
器
の
甚
だ
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
現
状
の
保
存
方
を
依
頼

し
た
の
で
あ
つ
た
。

同
年
七
月
二
十
八
日
県
教
育
庁
の
命
を
受
け
て
日
の
影
町
及
び
鞍
岡
村
の
予
備
調
査
に
出
張
し
、
仝
日
夕
日
の
影
町
に
到
着
、
旅
宿
で
佐

藤
常
生
氏
と
現
場
に
つ
い
て
談
話
中
た
ま
た
ま
そ
の
途
中
の
新
畑
に
洞
穴
が
あ
り
最
近
ま
で
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
の
で

か
な
て
洞
穴
遺
蹟
の
あ
る
べ
き
こ
と
を
信
し
て
い
た
折
と
て
翌
二
十
九
日
佐
藤
氏
の
案
内
で
同
町
興
相
教
育
長
と
共
に
現
地
を
見
た
。
然
る

に
洞
穴
は
川
を
前

（西
）
に
し
て
開
き
長
さ
十
四
米
五
〇
深
さ
四
米
、
高
さ
は
入
口
で
二
米
二
七
あ
り
、
こ
の
穴
の
上
約
二
米
の
絶
壁
上
に

第
二
段
の
穴
が
あ
り
、
こ
れ
は
長
さ
三
米
、
深
さ
二
米
七
〇
、
高
さ

一
米
あ
つ
た
。
従
つ
て
外
方
か
ら
見
る
と
二
階
造
り
の
洞
穴
の
よ
う
に

見
え
る
。
尤
も
そ
の
又
三
米
位
い
上
方
に
穴
が
望
見
ざ
れ
る
が
、
絶
壁
で
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
こ
の

一
番
下
の
広
い
洞
穴
に
入

四
五



四
六

つ
て
み
る
と
、
地
盤
か
ら
中
央
部
で
五
〇
セ
ン
テ
位
い
堆
上
が
あ
る
と
見
ら
れ
た
が
、
注
意
す
る
と
、
そ
の
堆
土
中
に
は
多
く
の
縄
文
土
器

破
片
を
包
含
し
て
居
り
、
更
に
打
製
石
鏃
を

一
個
発
見
し
、
更
に
第
二
段
の
穴
に
は
洞
穴
前
に
あ
つ
た
柚
木
か
ら

一
本
の
丸
木
を
岩
壁
に
渡

し
て
佐
藤
氏
の
弟
君
が
這
入
つ
た
が
、
そ
の
床
面
か
ら
土
錘
七
個
を
採
集
し
た
。
こ
う
し
て
こ
の
洞
穴
は
古
代
人
の
住
居
址
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
発
見
者
に
許
さ
れ
た
権
能
に
よ
つ
て
佐
藤
、
興
椙
両
氏
と
協
議
の
上
こ
の
洞
穴
住
居
遺
蹟
を
新
畑

洞
穴
遺
蹟
と
命
名
し
た
。

二
、
新

畑

洞

穴

遺

贖

の

調

査

県
教
育
庁
で
組
織
し
た
日
向
遺
蹟
調
査
団
で
は
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
日
か
ら
二
日
間
こ
の
遺
蹟
の
調
査
を
行
つ
に
。
第

一
日
の
九
月
十

日
は
社
会
教
育
課
宮
里
氏
ら
に
よ
つ
て
現
地
の
測
量
を
行
い
、
人
夫
二
名
を
雇
い
、
高
千
穂
高
等
学
校
柳
宏
吉
氏
、
興
相
町
教
育
長
、
佐
藤

常
生
氏
、
宮
大
田
中
熊
雄
氏
、
宮
大
学
生
茂
山
、
諏
訪
両
君
ら
の
参
加
を
得
て
調
査
し
た
。
洞
穴
の
状
況
は
東
か
ら
西
に
向
つ
て
傾
斜
す
る

岩
盤
の
洞
穴
で
、
床
面
の
岩
盤
は
相
当
の
角
度
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
に
自
然
の
堆
土
と
人
工
の
盛
上
が
あ
つ
て
殆
ん
で
平
面
を
な
し

て
い
た
。
南
北
に
長
く
な
つ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
南
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
の
四
区
に
分
け
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
区
は
四
米
、
Ｄ
区
は
二
、
八
米
と
し
た

従
つ
て
穴
の
全
長

（南
北
）
は
十
四
米
八
〇
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
Ａ
区
は
殆
ん
ど
岩
盤
が
床
を
な
し
て
い
て
、
岩
間
か
ら
湧
き
出
る
水
が
流

れ
緑
苔
を
生
し
て
い
て
発
掘
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
つ
た
。
Ｂ
区
は
堆
土
が
西
に
向
つ
て
厚
く
積
つ
て
を
り
、
東
壁
は
岩
盤
が
天
丼
か
ら
続
い

て
い
る
。
天
丼
は
全
体
的
に
平
た
く
高
さ
中
央
部
で
一
米
五
〇
位
い
で
人
間
は
立
つ
て
洞
中
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
岩
間
を
漏
れ
て
湧
滲

す
る
清
水
は
、
床
面
の
下
部
を
く
ゞ
つ
て
い
る
の
で
、
床
面
を
掘
り
下
げ
る
と
、
岩
盤
に
接
す
る
部
分
は
礫
石
が
多
く
、
叉
そ
の
間
に
土
器

石
器
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
の
区
の
発
掘
で
石
器
、
土
器
破
片
、
動
物
の
骨
、
歯
等
を
多
く
採
取
し
た
。
石
器
は
石
鏃
、
石
匙
、
石
錘
、

石
鰻
、

（丸
石
）
及
び
石
鏃
そ
の
他
の
原
料
及
び
半
製
品
で
、
磨
製
石
斧

（中
央
よ
り
二
つ
に
折
れ
て
い
る
）

一
個
を
得
た
。
土
器
は
縄
支
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土
器
の
破
片
で
あ
つ
た
。
動
物
の
骨
は
比
較
的
少
く
、
歯
も
数
個
を
採
集
し
た
。

西
側
す
な
わ
ち
軒
下
の
床
面
に
、
地
表
下
二

一
糎
乃
至
三
二
糎
を
上
表
と
し
て
大
き
な
石
の
列
が
あ
る
の
を
認
め
て
石
を
残
し
て
掘

つ
て

行
く
と
、
こ
れ
ら
の
石
が
多
少
動
い
て
い
る
が
、
斜
面
を
な
し
て
い
る
岩
盤
に
対
し
て
水
平
を
保

つ
た
め
に
上
止
め
の
た
め
に
石
列
を
置
い

た
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
石
の
面
上
か
ら
は
、
土
器
及
び
石
器
、
木
炭
な
と
を
掘
出
し
た
。

翌
十

一
日
は
午
前
八
時
に
宿
舎
を
出
て
Ｃ
区
の
発
掘
を
行
つ
た
。
こ
の
区
の
中
央
部
に
櫨
跡
ら
し
い
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
数
個
の
や

ゝ
大
き
な
石
を
積
み
、
そ
の
中
に
穴
が
あ
り
、
穴
は
南
北
に
長
く
、
穴
の
中
に
石
器
婿
と
共
に
鏃

一
本
が
あ
り
、
木
炭
片
も
見
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
部
位
の
天
丼
が
最
も
燻

つ
て
い
る
の
も
見
逃
さ
れ
な
い
。

つ
い
で
Ｄ
区
を
発
掘
し
て

一
応
こ
の
遺
跡
の
調
査
を
終

つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
Ｃ
区
Ｄ
区
で
発
掘
し
た
石
器
は
石
鏃
、
石
匙
、
石
斧
及
び

そ
れ
ら
の
半
製
品
、
材
料
等
で
、
土
器
は
縄
文
土
器
、
弥
生
式
土
器
、
須
恵
器
な
ど
で
あ
つ
た
が
、
縄
文
土
器
が
最
ざ
多
く
弥
生
式
と
須
恵

器
は
数
点
を
交
え
る
程
度
で
ぁ
つ
ｋ
。
組
文
土
器
に
は
有
孔
の
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
外
に
貝
殻

一
枚
、
国
歯
、
動
物
の
骨
片
等
も
採
集

し
た
。

三
、
新

畑

洞

穴

遣

蹟

の

後

掘

品

新
畑
洞
穴
遺
蹟
の
発
掘
遺
物
は
こ
れ
を
石
器
、
土
器
、
動
物
性
遺
物

（自
然
遺
物
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
数
量
は
移
た
ゞ

し
い
も
の
で
、
凡
そ
蜜
柑
箱
二
箱
で
あ
つ
た
。

石
器
は
殆
ん
ど
み
な
打
製
石
器
で
あ
る
が
、
た
ゞ
一
個
の
磨
製
石
斧
が
あ
つ
た
。
そ
れ
は
小
形
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
央
か
ら
二
つ
に
折

れ
、
そ
の
二
つ
は
洞
穴
中
の
か
な
り
距
つ
た
地
点
か
ら
見
出
さ
れ
、
且
つ
火
に
会
し
て
赤
色
に
焼
け
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
、

こ
の
洞
穴
が
幾
回
か
住
居
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
縄
文
土
器
の
外
に
弥
生
式
上
器
や
須
恵
器
が
あ
る
こ
と
で
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

四
九



五
〇

が
、
そ
の
後
に
こ
の
床
面
が
攪
乱
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

，
製
石
器
は
、
こ
の
遺
蹟
の
遺
物
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
も
ち
る
ん
石
鏃
、
石
錘
な
ど
の
あ
り
ふ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
石
居

と
お
見
ら
れ
或
い
は
半
製
品
と
も
考
え
ら
れ
る

一
類
の
鋭
剤
な
打
石
器
は
、
石
鎗
、
石
餌
、
石
鏃
、
石
匙
の
極
め
て
古
い
形
態
で
あ
り
、
県

下
各
地
で
見
出
さ
れ
る
石
器
中
で
最
も
古
い
形
の
も
の
と
見
て
差
支
え
あ
る
ま
い
と
思
う
。
こ
れ
は
こ
の
洞
穴
が
最
初
に
、
そ
し
て
最
も
永

く
住
居
に
利
用
さ
れ
た
時
の
年
代
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の

一
部
の
も
の
は
旧
石
器
の
面
影
を
な
お
幾
分
止
め
て
い
る
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ

る
。
従
つ
て
こ
の
洞
穴
の
石
器
は
将
来
他
の
類
例
と
併
せ
て
充
分
に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

上
器
は
殆
ん
ど
縄
文
土
器
で
、
そ
れ
に
数
点
の
弥
生
式
上
恭
と
須
恵
器
が
混
つ
て
い
る
。
弥
生
式
土
恭
の
数
点
は
高
杯
か
甕
の
日
縁
部
の

破
片
で
あ
り
、
須
恵
器
の
数
点
も
壷
か
甕
の
破
片
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
数
点
を
除
け
ば
全
部
紐
文
土
器
で
、
こ
れ
ら
の
土
器
の
量
の
差
は
、
嘗
て
こ
の
洞
穴
が
住
居
に
利
用
さ
れ
た
時
期
の
長
さ
の
時
間

的
差
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
縄
文
土
器
使
用
の
時
代
に
最
も
長
く
住
居
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
後
弥
生
式
時
代
や
須
恵
器
時

代
に
も

一
時
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
そ
の
組
文
土
器
は
、
こ
れ
を
後
に
記
す
大
溜
の
土
器
と
比

べ
る
と
相
当
に
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
の
焼
き
が
非
常
に
硬
い
の
と

表
面
が
幾
分
白
味
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
岩
間
を
滲
透
し
て
来
る
水
に
浸
さ
れ
て
い
た
た
め
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

七
折
は
鐘
乳
洞
が
あ
つ
て
石
灰
岩
層
が
上
流
に
あ
る
か
ら
硬
く
白
味
を
帯
び
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
か
と
も

一
応
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

表
面
上
の
変
化
は
自
然
的
に
し
て
後
世
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
土
器
の
紋
様
、
焼
成
が
大
溜
遺
蹟
の
も
の
と
非
常
に
異
る
。
新
畑
洞
穴

の
も
の
は
連
点
文
、
突
刺
文
を
主
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
に
縦
横
の
平
行
直
線
文
を
組
合
せ
、
或
い
は
平
行
斜
線
を
平
行
直
線
を
組
合
せ
る

押
型
文
な
ど
に
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
・
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二
個
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自
然
遺
物
は
前
に
記
し
た
如
く
動
物
性
の
も
の
で

一
枚
の
貝
殻
と
動
物
の
骨
と
歯
で
あ
つ
た
が
、
貝
殻
は
た
ゞ
一
枚
で
あ
つ
た
か
ら
後
世

の
混
入
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
動
物
の
骨
は
比
較
的
小
さ
い
も
の
で
、
鳥
骨
と
獣
骨
で
あ
つ
た
。
歯
も
獣
類
の
も
の
で
あ
つ
た
。
こ

の
洞
穴
に
相
当
永
く
人
類
が
住
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
割
に
獣
骨
が
少
い
の
は
、
恐
ら
く
獣
骨
等
の
拾
場
は
他
に
あ
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
場
所
と
し
て
は
洞
穴
の
前
方

（西
側
）
の
斜
面
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
ゝ
を
調
査
す
る
時
間
が
な
か
つ
た

四
、
洞

穴

遺

蹟

の

年

代

其

の

他

新
畑
洞
京
は
以
上
に
記
し
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
古
代
人
の
住
居
遺
蹟
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
洞
穴
は
高
さ
数
十
丈
の
岩
山

の
中
腹
に
ポ
ツ
カ
リ
開
い
た
岩
穴
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
う
い
う
洞
穴
が
自
然
に
出
来
た
の
か
と
思
つ
て
二
階
の
穴
を
よ
く
見
る
と
、
こ
の

熔
岩
と
思
わ
れ
る
岩
石
中
に
鉄
分
を
含
ん
だ
部
分
が
あ
り
、
永
い
年
月
の
間
に
鉄
分
が
酸
化
凋
蝕
し
て
軟
弱
と
な
つ
て
崩
れ
去
つ
て
穴
が
出

来
る
ら
し
く
、
三
階
の
穴
の
南
端
部
は
鉄
分
を
含
ん
だ
軟
弱
な
部
分
が
残
つ
て
い
る
。
穴
は
西
方
の
日
の
影
川
に
臨
み
後
る
と
左
右
は
岩
山

で
あ
り
、
今
は
河
面
か
ら
相
当
高
い
が
、
往
古
樹
木
が
う
つ
そ
う
と
茂
つ
て
い
た
頃
は
河
水
も
多
か
つ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
前
方
に
降

つ
た

と
こ
ろ
に
川
が
あ
り
極
め
て
好
適
な
住
居
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
俗
に
こ
の
洞
穴
を
メ
ン
ボ
ガ
イ
フ
ヤ
と
呼
び
、
こ
の
川
上
に
オ
ン
ボ
ガ

イ
ワ
ヤ
と
い
う
の
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
う
し
た
住
居
遺
蹟
は
尚
お
他
に
も
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

問
題
は
二
階
の
洞
穴
で
あ
る
が
、
下
の
穴
の
天
丼
か
ら
絶
壁
と
い
つ
て
も
三
米
の
高
さ
で
あ
る
か
ら
、
丸
木
や
梯
子
を
用
い
て
容
易
に
上

る
こ
と
が
で
き
、　
一
人
な
ら
充
分
寝
ｕ
こ
と
も
で
き
る
。
こ
ゝ
で
土
錘
が
多
く
見
出
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ
が
何
か
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
前
に
川
が
あ
り
、
石
錘
も
下
の
穴
か
ら
見
出
さ
れ
た
が
ら
土
錘
が
あ
つ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
但
し
こ
の
上
錘
は
比
較
的

新
ら
し
く
上
師
然
と
見
る
方
が
良
い
で
あ
ろ
う
。
三
階
は
人
の
住
ん
だ
場
所
と
い
う
よ
り
網
な
ど
を
置
い
た
場
所
と
見
る
方
が
妥
当
で
は
あ

る
ま
い
か
。

五
五

氏黒ユ國
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次
ぎ
に
こ
の
洞
穴
の
使
用
さ
れ
た
年
代
は
、
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
細
文
土
器
時
代
で
あ
つ
て
、
そ
の
後
も
弥
生
式
時
代
や
古
墳
時
代

に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
弥
生
式
上
器
や
須
恵
器
を
混
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
量
の
少
い
こ
と
か
ら
見
て
余
り
久
し
く
は
利
用

さ
れ
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
、
殊
に
須
恵
器
は
表
面
又
は
上
の
層
で
見
出
さ
れ
た
。
然
し
か
く
後
世
に
屡
々
利
用
さ
れ
殊
に
数
年
前
も
人
が
住

ん
で
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
度
に
床
面
を
掘
り
平
均
さ
せ
た
か
ら
、
中
の
遺
物
が
掘
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
磨
石
斧
が
ニ
ツ
に
折
れ

て
相
当
に
隔
つ
た
位
置

（
一
は
Ｂ
区
他
は
Ｃ
区
）
か
ら
見
出
さ
れ
た
こ
と
や
土
器
破
片
が
小
さ
く
破
れ
て
い
る
こ
と
で
証
明
さ
れ
る
。
然
し

最
初
に
そ
し
て
最
も
長
く
利
用
さ
れ
た
の
は
細
文
土
器
時
代
で
、
そ
れ
も
石
器
が
非
常
に
古
い
形
式
を
止
め
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
こ
の

洞
穴
遺
蹟
は
少
く
と
も
今
か
ら
四
千
年
以
上
に
遡
り
得
る
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
る
う
。

尚
お
発
掘
の
遺
物
は
全
部
県
立
博
物
舘
に
保
管
し
て
い
る
。
た
ゞ
し
予
備
調
査
の
際
に
発
見
し
た
も
の
は
日
の
影
町
教
育
委
員
会
に
保
管

を
依
頼
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

五
、
大

溜

遣

蹟

の

我

掘

新
畑
洞
穴
遺
蹟
の
調
査
に
続
い
て
九
月
十
二
日
日
の
影
町
の
大
溜
遺
蹟
の
発
掘
調
査
を
行
つ
た
。
前
夜
到
着
さ
れ
た
九
大
助
教
授
鏡
山
猛

氏
を
迎
え
興
相
町
教
育
長
、
佐
藤
常
生
氏
、
高
千
穂
高
校
柳
宏
吉
氏
、
宮
大
学
生
茂
山
、
諏
訪
両
君
そ
の
他
の
参
加
を
得
て
嘗
て
佐
藤
氏
が

遺
物
を
発
見
し
た
地
点
、
予
備
調
査
を
行
つ
た
地
点
を
中
心
に
ト
ロ
道
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
発
掘
地
点
を
撰
ん
だ
。

こ
ヽ
は
洞
穴
遺
蹟
の
側

（左
岸
）
で
そ
の
南
方
約

一
キ
ロ
の
と
こ
ろ
で
大
菅
部
落

へ
の
登
り
口
に
当
る
。
丘
地
が
川
岸
に
突
出
し
て
い
る

ト
ロ
道
の
道
路
面
か
ら
二
米
ぐ
ら
い
の
高
さ
に
な
つ
て
い
る
東
か
ら
西
へ
下
る
斜
面
の
地
で
、
地
上
に
は
周
囲
五
、
六
寸
の
雑
木
が
生
え
て

い
た
。
も
と
道
路
の
西
端
ま
で
下
つ
て
い
た
傾
斜
地
を
切
り
取
つ
て
ト
ロ
道
を
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
余
地
が
な
く
、
ト
ロ
の
通
る

度
に
作
業
を
体
ま
な
ば
な
ら
な
か
つ
た
。



大 溜 包 含 層 遺 物 石 器

大 沼 包 含 層 遺 物 組 文 土 器





ニ
ケ
所
に
ユ
米
四
方
位
い
の
地
点
を
選
ん
で
発
掘
し
た
が
、
土
器
、
石
器
は
地
表
か
ら

一
米
位
い
の
と
こ
ろ
に
嵌
入
し
て
い
た
。
時
間
が

今
日

一
日
し
か
な
か
つ
た
の
と
、
曇
天
が
雨
模
様
と
な
り
遂
に
降
雨
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
、
総
掛
り
で
発
掘
し
て
土
器
、
石
器
の
採
集
に

努
め
た
。
そ
し
て
夕
方
ま
で
に
発
掘
し
た
土
器
、
石
器
は
移
だ
し
い
数
に
達
し
蜜
柑
箱
に
二
杯
と
な
つ
Ｆ
。

石
器
は
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
石
錘
、
石
匙
、
石
鏃
材
料
な
ど
で
、
石
錘
や
麿
製
石
斧
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
土
器
は
包
含
層

だ
け
に
大
形
の
破
片
が
多
く
、
種
類
も
非
常
に
多
か
つ
た
。

こ
ゝ
の
上
恭
は
総
て
縄
文
土
器
で
あ
る
が
、
先
ず
器
形
か
ら
言
え
ば
、
底
は
平
底
で
、
国
縁
部
は
甚
だ
多
種
類
で
あ
る
。
口
縁
部
の
変
化

の
多
い
の
は
そ
の
特
徴
で
、
素
縁
か
と
思
う
と

一
部
に
必
ず
変
化
が
あ
る
。
殊
に
ツ
ル
通
し
の
耳
を
有
す
る
も
の
が
多
い
。
従
つ
て
造
り
は

分
厚
な
も
の
が
多
く
、
焼
成
は
比
較
的
軟
か
で
あ
る
。
文
様
は
種
々
あ
る
が
、
幅
広
い
沈
線
文
が
多
い
。
単
に
沈
線
文
を
平
行
さ
せ
て
い
る

も
の
や
、
沈
線
文
の
間
に
席
縄
文
を
施
し
た
も
の
、
席
縄
文
の
み
の
も
の
な
ど
色
々
あ
る
が
、
沈
線
は
単
に
平
行
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
一
部
が
胴
部
又
は
頸
部
で
蕨
形
や
渦
巻
に
似
た
文
様
に
変
化
す
る
。
そ
の
色
彩
も
表
面
は
黒
く
内
面
は
赤
い
も
の
、
表
面
に
丹
彩
を
施

し
た
よ
う
な
も
の
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。

大
、
両

遺

蹟

調

査

の

學

術

的

慧

義

吾
々
は
如
何
な
る
意
図
を
も
つ
て
日
の
影
の
遺
蹟
調
査
を
行
つ
た
か
、
そ
し
て
そ
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
で
あ
る
う
か
と
い
う
こ
と
を
結

論
と
し
て
記
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
文
化
財
保
存
の
立
場
か
ら
行
つ
た
調
査
で
あ
り
大
溜
遺
蹟
の
如
き
は
破
壊
滅
失
の
近
き
に
あ
る
こ
と
が
虞

れ
ら
れ
た
か
ら
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
遺
蹟
は
県
下
に
多
数
あ
る
が
、
大
溜
を
選
ん
だ
の
は
、
そ
れ
が
細
文
遺
蹟
と
し
て
確
実

な
資
料
が
得
ら
れ
る
見
込
み
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
細
文
土
器
を
使
用
し
た
人
々
は
吾
ら
の
最
も
古
い
祖
先
で
あ
る
が
、
従
来
こ
れ
移
ア

イ
ス
族
の
祖
先
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ゝ
め
、
こ
の
研
究
は
放
任
さ
れ
勝
ち
で
あ
つ
た
。
し
か
し
今
や
そ
れ
が
日
本
人
の
祖
先
で
あ
る
こ

五
九



六
〇

と
が
明
か
に
な
つ
た
以
上
は
、
こ
れ
を
放
任
し
て
置
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
吾

々
は
文
化
の
本
源
的
な
も
の
か
ら
調
査
し
て
行
く
こ
と
が

正
し
い
研
究
だ
と
考
え
る
。
組
文
土
器
は
然
し
関
東
地
方
以
北
に
多
く
、
従

つ
て
東
京
で
は
縄
文
時
代
の
研
究
が
進
ん
で
き
た
。
九
州
に
於

い
て
は
福
岡
県
に
は
殆
ん
ど
な
く
南
九
州
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
南
九
州
の
縄
文
土
器
研
究
は
久
し
く
放
任
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
先
ず
正

し
い
遺
蹟
を
見
出
し
て
そ
の
学
術
的
調
査
を
進
め
て
行
く
こ
と
は
、
南
九
州
の
組
文
文
化
研
究
の
上
に
是
非
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
然
し
縄

支
土
器
の
種
類
が
多
い
か
ら

一
部
の
発
掘
で
、
二
、
三
片
の
破
片
を
も
つ
て
論
ず
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
少
く
と
も
数
千
点
の
遺
物
を

一

遺
蹟
か
ら
掘

つ
て
研
究
せ
ね
ば
正
確
を
期
し
難
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
出
来
れ
ば
日
の
影
を
も
つ
て
そ
の

一
つ
の
柱
に
し
た
い
と
考
え
た
の

で
あ
る
が
、
右
に
記
し
た
如
く
両
遺
蹟
と
も
数
千
の
破
片
を
集
め
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
中
心
に
し
て
研
究
の
歩
を
進
め
れ
ば
、
日
向
の

縄
文
文
化
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
今
次
の
調
査
は
非
常
な
成
功
を
収
め
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
る

う
と
思
う
。

尚
お
最
近
東
京
で
は
細
文
土
器
の
編
年
が
行
わ
れ
多
く
の
名
称
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
関
東
地
方
の
縄
文
土
器
と
九
州
の
そ
れ
と
の
関
連

が
あ
る
か
、
な
い
か
明
か
で
な
い
今
日
で
は
、
関
東
地
方
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
で
、
日
向
の
縄
文
土
暴
を
正
確
に
し

た
上
で
他
と
の
比
較
関
連
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
最
後
に
新
畑
洞
穴
遺
蹟
の
発
掘
品
と
大
溜
の
も
の
と
を
比
較
す
れ
ば

石
器
も
土
器
も
非
常
に
異
る
。
そ
し
て
新
畑
の
も
の
ゝ
方
が
古
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
新
畑
の
上
器
の
連
点
文
は
北
諸
県
郡
中
郷
村
安
久

の
二
股
洞
穴
遺
蹟
の
連
点
文
と

一
脈
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
大
溜
の
耳
附
土
器
は
同
町
八
戸
、
日
向
市
岩
脇
の
も
の
と
関
連

す
る
と
こ
ろ
が
深
い
よ
う
に
思
う
が
そ
れ
ら
の
結
論
は
将
来
の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
　

（
石
川
恒
太
郎
）
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第
二
章

調

査

の

経

過

十
四
日
、
晴
、
後
小
雨
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

本
は
よ
り
日
向
市
富
高
字
車
場
の
小
円
墳
を
発
掘
調
査
す
る
。
午
前
九
時
、
二
同
墳
前
に
整
列
修
祓
。
市
教
育
長
園
田
氏
、
鈴
木
、
小
川

の
諸
氏
外
富
高
校
生
徒
二
十
名
来
援
。

本
墳
は
道
路
面
よ
り
高
さ
七
、
七
米
径
二
四
米
の
小
墳
な
れ
ば
墳
頂
よ
り
全
面
調
査
を
行
う
こ
と
ゝ
す
る
。

午
前
中
、
墳
頂
よ
り
約

一
米
の
東
側
に
斧
頭

一
価
を
発
見
す
。
年
後
、
北
側
よ
リ
ヒ
翠
勾
玉
二
個
、
ガ
ラ
ス
勾
玉
三
個
、
獣
帯
八
、
鈴
銃

一

（小
破
径

一
三
、
二
糎
）
刀
二
本
、
管
玉
四
個

（出
雲
石
）
鉄
鏃
、
小
低
、
輪
破
片
、
鉄
釘
、
銀
環

（破
片
）
出
づ
。

十
五
日
、
晴
。

午
前
中
、
封
上
の
整
理
、
墳
頂
よ
り
約
四
〇
糎
の
所
に
刀

一
本
出
で
、
附
近
の
上
中
に
朱
多
く
交
る
。
年
後
、
勾
玉

一
個

（
ガ
ラ
ス
）
管

玉
四
相

（出
雲
石
）
出
づ
。

十
六
日
、
晴
。

午
前
中
、
墳
北
側
よ
り
鉄
片
、
鉄
釘
、
及
び
整
理
中
の
封
土
よ
り
雙
六
の
祭
に
似
た
る
角
形
の
切
子
玉

一
個

（水
晶
）
を
発
見
、
蓋
し
、

本
邦
最
初
の
出
土
品
か
。

午
後
墳
北
側
六
五
糎
の
地
層
よ
り
小
砥

一
個
出
づ
。

十
七
日
、
晴
。

午
前
中
、
寓
高
高
校
生
徒
三
〇
名
来
援
、
復
旧
作
業
と
共
に
墳
中
央
部
の
地
層
の
検
出
を
行
う
に
、
新
質
蝕
土
九
四
糎
で
あ
つ
た
。

一ハ
一



一ハ
三

年
後

一
時
、
全
作
業
終
り
、
旧
態
に
復
し
た
墳
貫
に
榊
を
植
え
、
周
囲
に
出
上
の
礫
を
綻
ら
し
、　
一
同
礼
拝
退
散
。　
　
・

本
質
よ
り
は
祝
部
上
器
は
殆
ん
ど
出
土
せ
ず
、
埴
輪
も
認
め
得
な
か
つ
た
が
、
八
鈴
鏡
、
角
形
切
子
玉
、
ヒ
翠
大
勾
玉
、
豪
壮
な
る
三
本

の
直
刀
な
ど
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
り
、
相
当
尊
貴
の
人
物
の
墳
墓
と
拝
察
さ
れ
る
。
囚
に
鈴
鏡
は
全
国
的
に
五
十
八
枚
が
挙
げ
ら
れ
る
が

日
向
で
は
第
二
番
目
の
出
上
で
あ
る
。

（終
）

第
塁
早

調

査

の

経

過

一
、
所
在
と
附
近
の
状
況

鈴
鏡
塚
と
名
ず
け
ら
れ
た
こ
の
吉
墳
は
日
向
市
大
学
富
高
字
革
場
の
台
地
上
に
あ
る
。
日
豊
線
富
高
駅
の
西
方
北
寄
り
に
一
連
の
台
地
が

あ
り
、
そ
の
南
縁
に
近
い
丘
の
上
に
若
宮
神
社
が
鎮
座
せ
ら
れ
て
い
る
。
迫
の
神
社
は
円
墳
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
円
墳

は
こ
の
台
地
上
の
最
大
の
古
墳
で
あ
る
。　
若
宮
神
社
の
西
側
に
、
こ
れ
と
対
立
す
る
か
の
如
く

一
基
の
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。　
筆
者
は
こ

の
町
に
育
つ
た
も
の
で
あ
る
が
嘗
て
少
年
時
代

（大
Ｘ
初
年
）
に
手
塚
鉄
骨
と
い
う
鉱
山
師
が
来
て
こ
の
前
方
後
円
墳
を
発
掘
し
て
鎧
、
兜

刀
な
ど
を
掘
り
出
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
若
宮
神
社
の
東
側
に
も

一
基
の
円
墳
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
嘗
て
盗
掘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
中

央
部
が
少
し
凹
ん
で
い
る
。
鈴
鏡
塚
は
そ
の
北
方
約
二
百
米
の
と
こ
ろ
に
あ
る
円
瑣
で
あ
る
が
、
こ
の
附
近
に
は
尚
お
多
く
の
古
墳
が
あ
つ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
既
に
開
墾
削
平
さ
れ
て
形
を
失
つ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
鈴
鏡
塚
の
西
側
に
円
墳
の
形
を
半
ば
残
し
既
に

上
部
は
削
平
さ
れ
て
作
物
が
植
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
塚
の
す
ぐ
南
側
の
電
柱
の
立
つ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
嘗
て
刀
が
堀
り
出
さ
れ

た
と
地
方
の
人
が
語
つ
て
い
る
か
ら
、
こ
ゝ
に
も

一
基
の
障
墳
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
こ
の
丘
地
の
東
縁
に
近
く

一
基
の
円
墳



車 場 首 墳 全 景
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が
あ
る
が
、
も
と
こ
ゝ
に
も
尚
お
数
基
の
円
墳
が
あ
つ
＼た
の
を
覚
え
て
い
る
。
多
く
は
戦
争
中
に
丘
軸
の
上
を
取
つ
た
際
兵
隊
に
よ
つ
て
壊

さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
れ
ら
あ
古
墳
の
中
で
鈴
鏡
塚
は
形
は
余
り
大
き
く
は
な
い
が
、
最
も
整
然
た
る
形
を
残
し
て
い
た
。
墳
上
に
は
目
通
り
二
尺
内
外
の
松

栗
な
ど
の
樹
が
生
た
竹
が
密
生
し
て
鍛
状
を
な
し
て

い
た
が
、
丘
頂
に
立
て
ば
、
日
向
市
の
市
衛
期
を
眼
下
に
視
、
東
方
は
細
島
港
を
指
呼

の
間
に
望
む
風
光
絶
桂
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
吉
墳
は
同
市
富
高
新
町
の
日
高
氏
の
所
有
地
で
、
こ
れ
ら
の
墳
上
の
樹
木
は
先
代
の
日
高
兵
吉
氏
が
古
墳
の
盗
掘
を
防
ぐ
た
め
に
植

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
発
掘
し
た
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
若
し
こ
の
墳
上
の
樹
竹
が
無
か
つ
た
な
ら
ば
、
た
と
い
盗

据
を
免
れ
得
た
と
し
て
も
、
風
雨
に
洗
わ
れ
て
恐
ら
く
遺
物
は
残
つ
て
い
な
か
つ
た
で
あ
る
う
と
思
わ
れ
た
。

こ
の
円
墳
は
直
径
二
十
米
内
外
で
北
か
ら
南
に
下
る
ゆ
る
や
か
な
丘
珀
に
あ
る
の
で
、
高
さ
は
北
側
で
地
表
上
七
米
、
南
側
は
八
米
あ
つ

た
。
周
囲
は
畑
で
あ
る
が
、
大
体
完
全
に
近
い
形
で
残
さ
れ
て
い
た
の
は
所
有
者
が
町
の
有
志
で
あ
つ
た
の
と
古
墳
に
対
す
る
畏
敬
心
と
に

よ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

工
、
縦

掘

の

経

過

こ
の
円
墳
は
初
め
予
備
調
査
を
行
つ
た
時
は
小
さ
い
古
墳
と
思
つ
た
が
、
測
量
の
た
め
竹
歎
を
伐
り
払
つ
て
見
る
と
、
思
つ
た
よ
り
大
き

い
の
に
驚
ろ
い
た
が
、
幸
い
に
し
て
富
島
高
等
学
校
の
向
高
校
長
の
好
意
で
、
同
校
生
徒
二
十
名
以
上
が
作
業
に
参
加
さ
れ
た
の
で
非
常
に

捗
つ
た
。
調
査
団

一
行
は
九
月
十
三
日
、
日
の
影
か
が
現
地
に
着
い
た
が
、
当
日
は
日
曜
で
且
つ
降
雨
が
あ
つ
た
の
で
作
業
を
休
み
、
翌
十

四
日
と
十
五
日
の
二
日
間
発
掘
を
な
し
十
六
日
復
旧
作
業
を
行
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
ゝ
の
発
掘
調
査
は
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
野
村
県
教

育
長
の
鍬
入
式
を
以
て
開
始
し
た
が
、
鏡
山
、
吉
野
、
石
川
等
調
．査
員
の
外
に
別
府
女
子
大
学
の
賀
川
光
夫
氏
、
市
教
育
委
員
会
の
園
田
教

七

一



七
二

育

長

、
河

野

勝

、

市

弘

報

係

長

鈴

木

義

明

の
諸

氏

、
富

島

高

校

小

川

教

官

、

同

校

学

生

、

宮

大

生

茂

山

、

諏

訪

両

君

等

多

く

の
人

々
の
参

加

を
得

た
。

切
め
中
央
部
に
東
西
に
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
よ
う
か
と
思
つ
た
が
、
古
墳
が
小
さ
い
の
で
全
体
を
表
面
か
ら
剣
い
で
行
く
こ
と
に
変
更
し
、

先
ず
墳
頂
の
測
量
基
点
を
中
心
に
頂
上
部
を
直
径
八
米
位
い
に
し
て
立
木
か
ら
立
木
に
縄
を
張
り
、
東
側
の
半
円
形
を
外
側
か
ら
中
心
に
向

つ
て
木
や
竹
の
根
を
除
く
程
度
に
浅
く
掘
り
進
ん
で
行
つ
た
。

大
体
最
初
こ
ゝ
の
古
墳
の
構
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
嘗
て
若
宮
神
社
西
側
を
手
塚
鉄
骨
氏
が
掘

つ
た
時
も
棺
の
話
は

聞
か
な
か
つ
た
し
、
こ
の
古
墳
の
南
側
か
ら
も
刀
が
出
た
の
み
で
あ
り
、
大
き
な
石
の
あ
つ
た
こ
と
は
嘗
て
聞
い
た
こ
と
が
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
こ
の
台
地
に
は
余
り
大
き
な
石
は
見
当
ら
な
い
か
ら
恐
ら
く
粘
土
棺
で
あ
ろ
う
と
思
つ
た
の
で
、
作
業
に
参
加
し
た
高
校
生
に
も
粘

上
に
注
意
す
る
よ
う
に
話
し
た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
東
側
に
於
い
て
粘
土
質
の
上
が
出
た
の
で
そ
こ
を
残
し
て
掘
り
進
ん
だ
。
す
る
と
南

側
の
表
土
に
近
い
所
か
ら
大
形
の
斧
頭
が

一
個
見
出
さ
れ
た
。
然
し
そ
れ
は
余
り
に
理
没
が
浅
い
の
で
非
常
に
疑
間
視
し
た
の
で
あ
つ
た
。

つ
い
で
西
側
の
半
円
を
右
の
如
く
、
円
周
か
ら
中
心
に
向

つ
て
掘
り
進
ん
だ
。
す
る
と
西
側
に
於
い
て
又
粘
土
質
の
上
が
あ
る
こ
と
を
認

め
た
が
、
そ
う
す
る
う
ち
に
北
側
で
勾
玉
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
い
よ
／
ヽ
既
に
棺
底
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
即
ち
最
初
斧
頭

が
発
見
さ
れ
た
位
置
は
墳
頂
原
点
か
ら
東
東
南

一
米
の
地
点
で
、
勾
玉

（
一
号
）
の
あ
つ
た
地
点
は
原
点
の
北
方

一
米
八
〇
の
地
点
で
ぁ
っ

た
。
そ
れ
で
そ
の
附
近
を
精
密
に
調
査
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
北
方
四
〇
糎
か
ら
八
〇
糎
の
地
点
で
勾
玉
、
管
玉
な
ど
が

一
団
と
な
つ
て
現
わ

れ
た
。
又
原
点
よ
り
北
方

一
米
三
〇
の
地
点
に
鈴
鏡

一
面
が
あ
り
、　
一
部
は
破
れ
て
飛
ん
で
い
た
が
、
残
り
は
動
か
ず
に
地
中
に
嵌
入
し
て

い
た
の
で
、
こ
の
鏡
の
位
置
は
棺
底
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
そ
れ
は
地
表
下
僅
か
に
三
二
糎
の
位
置
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
綿
密
に
そ
の

附
近
を
発
掘
す
る
と
、
鏡
の
南
西
に
接
し
て
管
玉

一
個
が
あ
り
、
そ
の
東
に
鉄
鏃

一
本
、
そ
の
東
方
五
〇
糎
を
隔
て
ゝ
刀

一
振
が
北
側
を
下
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に
し
て
斜
に
入
り
、
柄
を
北
に
刃
を
西
に
し
て
見
出
さ
れ
た
。

更
に
南
方
に
掘
り
進
ん
だ
が
埋
没
が
浅
い
た
め
、
竹
の
根
が
縦
横
に
入
っ
て
い
て
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。
然
し
鏡
の
南
方
に
ほ
ゞ
東
西

に
刀
が

一
本
あ
り
柄
を
西
に
刃
を
北
に
し
て
入
つ
て
い
た
が
、
そ
の
位
置
は
墳
頂
原
点
か
ら
鋒
が
北
方
五
五
糎
、
茎
の
尻
は
一
米
三
〇
の
点

で
あ
つ
た
。
更
に
そ
の
刀
の
鋒
を
中
心
と
し
刃
を
南
に
し
て
一
本
の
刀
が
あ
り
、
こ
の
刀
は
前
に
柄
を
北
に
し
て
入
つ
て
い
た
刀
と
先
端
で

重
な
つ
て
い
た
。
こ
の
刀
の
附
近
に
は
鉄
鏃
や
鉄
片
が
あ
り
、
こ
の
最
初
の
刀
の
下
に
砥
石
が

一
個
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
墳
頂
原
点
に
接
し

て
北
西
か
ら
東
南
に
向
つ
て
一
本
の
刀
が
茎
を
西
方
に
、
鋒
を
東
方
に
、
刃
を
北
に
し
て
あ
つ
た
。
し
か
も
こ
の
刀
の
下
に
は
石
が
二
個
敷

い
て
あ
つ
た
。
ま
た
墳
頂
原
点
の
東
北
方
九
〇
糎
の
所
に
砥
石
が

一
価
、
そ
の
東
方
に
一
三
糎
隔
て
ゝ
更
に
砥
石
が
一
個
あ
っ
た
が
、
こ
の

二
個
は
接
合
し
て
一
個
と
な
る
。
ま
た
こ
の
附
近
に
は
鉄
片
や
鉄
鏃
が
散
乱
し
て
い
た
。

た
ゞ
こ
ゝ
に
不
思
議
な
こ
と
は
以
上
に
述
べ
た
鏡
以
下
の
も
の
は
同

一
の
面
上
に
存
在
し
た
が
、
勾
玉
や
管
玉
の
あ
つ
た
面
は
こ
れ
と
異

り
、
玉
類
の
存
在
し
た
深
さ
は
地
表
下
八
〇
糎
で
遥
か
に
深
く
這
入
つ
て
い
た
。
鏡
や
刀
の
あ
つ
た
面
上
に
は
大
小
の
石
が
あ
つ
た
が
、
こ

れ
ら
の
石
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
南
側
の
部
分
で
、
こ
ゝ
に
は
石
の
列
が
多
少
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
北
側
に
こ
テ
し
た
石
が
な
い
こ
と
ゝ

対
照
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｔ
類
の
あ
つ
た
位
置
が
五
〇
糎
も
深
い
の
で
念
の
た
め
に
、
最
後
に
全
部
堀
り
下
げ
て
見
た
が
、
下
は
地
盤
で
あ
つ
た
。
図
に
よ
つ
て
知

ら
れ
る
如
く
、
遺
物
の
状
態
は
多
少
乱
れ
て
い
る
と
と
が
看
取
さ
れ
た
。

更
ら
に
古
墳
の
北
側
斜
面
に
幅

一
米
、
長
さ
四
米
の
ト
レ
ン
テ
を
麓
か
ら
上
方

（南
北
）
に
向
つ
て
入
れ
て
盛
上
の
状
況
と
葺
石
を
調
べ

た
が
、
葺
石
は
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
。

三
、
我

掘

の

遺

物

七
九



八
〇

こ
の
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
鏡
い
玉
、
耳
飾
、
刀
、
鉄
鏃
、
斧
頭
、
砥
石
、
鉄
片
等
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
に
つ
い
て
詳
記

す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
、
鏡

鏡
は

一
面
で
八
鈴
鏡
で
あ
つ
た
。
青
銅
製
で
破
損
し
て
い
る
が
、
接
合
す
れ
ば
完
全
と
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
鏡
の
直
径

一
三
糎
三
で
丸

鉦
、
鉦
座
の
直
径
二
糎
五
、
鉦
の
高
さ
○
糎
八
で
、
厚
さ
○
糎

一
、
縁
の
厚
さ
○
糎
四
で
あ
る
。
文
様
は
素
文
縁
の
内
側
に
鋸
歯
文
帯
が
二

列
あ
り
、
そ
の
内
側
に
波
状
文
帯
が
あ
り
、
そ
の
内
側
に
獣
文
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
獣
文
は
五
つ
で
相
当
に
模
様
化
し
て
い
る
。
鏡
縁
の

鈴
は
八
個
で
、
振
れ
ば
妙
な
る
音
を
発
す
る
。
従

つ
て
こ
の
鏡
は
獣
文
八
鈴
銃
で
あ
る
。
そ
の
鏡
背
の
文
様
は
国
立
博
物
館
蔵
上
野
国
出
土

の
獣
文
七
鈴
鏡
に
似
て
い
る
。
八
鈴
鏡
の
出
土
は
日
向
に
於
い
て
は
最
初
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｂ
、
工
　
　
類

玉
類
は
勾
玉
、
管
玉
、
切
子
玉
で
あ
つ
た
。

勾
玉
は
五
個
で
、
そ
の
う
ち
最
大
の
も
の
と
最
小
の
も
の
、
二
個
は
ヒ
祭
、
他
の
三
個
は
硝
子
製
で
あ
つ
た
。
最
大
の
も
の
は
長
さ
四
糎

五
、
胴
部
の
幅

一
糎
八
、
厚
さ

一
糎
五
で
あ
つ
た
。
最
小
の
も
の
は
長
さ
二
糎
三
、
胴
部
の
幅
○
糎
七
で
、
穴
は
片
側
が
大
き
く

一
方
の
側

に
は
二
つ
あ
り

一
つ
は
貫
通
し
他
は
貫
通
し
て
い
な
い
。
即
ち

一
度
穿

つ
た
の
が
見
当
が
違

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
三
個
は
硝
子
製
で
、

そ
の
う
ち
二
個
は
頭
部
が
大
き
く
、
他
の

一
個
は
尾
部
の
曲
り
が
大
き
く
形
が
整
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
さ
三
糎
五
で
胴
部
の
幅

一
糎

一
、

穴
は
両
面
か
ら
掘
ら
れ
て
い
る
。
他
の
二
個
は
長
さ
三
糎
六
、
胴
部
の
幅

一
糎
三
と
、
長
二
糎
六
、
胴
部
の
幅

一
糎
二
で
何
れ
も

一
方
か
ら

穴
が
穿
た
れ
、
殊
に
後
者
の
穴
は
細
く
し
て
殆
ん
ど
平
均
し
て
い
る
。

管
玉
は
総
数
八
個
で
何
れ
も
出
雲
石
製
で
あ
る
。
長
さ
三
糎
、
幅

一
糎

一
内
外
で
あ
る
。



切
子
玉
は
水
晶
製
で
正
六
面
体
、
即
ち
サ
イ
コ
ロ
形
で
中
央
に
穴
が
あ
る
。
高
さ
一
糎
、
幅
○
糎
九
で
あ
る
。
こ
の
種
の
形
の
玉
の
出
土

は
他
に
類
が
少
い
。

Ｃ
、
耳
　
　
節

銀
製
の
細
い
も
の
で
円
形
で
あ
つ
た
の
が
破
損
し
て
い
る
。
唯

一
個
で
、
玉
類
と
混
じ
て
出
た
。
極
め
て
細
い
の
で
他
の

一
個
は
見
失
わ

れ
た
の
で
あ
る
う
。

Ｄ
、
刀

刀
は
比
較
的
完
全
で
四
個
で
あ
つ
た
が
、
接
合
し
て
三
振
と
な
つ
た
。
鏡
に
近
く
そ
の
南
側
に
あ
つ
た

一
振
は
総
長
九
八
糎
、
茎
の
長
さ

七
糎
五
、
身
幅
四
糎
七
、
角
棟
で
厚
さ
一
糎
、
勿
論
真
刀
で
鋒
は
ふ
く
ら
つ
い
て
い
る
。
最
初
に
発
見
し
た
短
い
一
振
と
そ
れ
と
先
端
が
交

叉
し
て
い
た
今

一
振
の
短
い
の
と
は
接
合
し
て
一
振
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
れ
は
総
長

一
米

一
二
糎
、
茎
の
長
さ

一
〇
糎
五
、
身

幅
五
糎
角
棟
の
厚
さ
○
糎
八
、
鋒
か
ら
八
糎
五
の
所
が
折
れ
て
い
る
が
鋒
は
豊
か
な
外
曲
線
を
描
い
て
い
る
。
第
二
の
墳
頂
原
点
に
接
し
て

あ
つ
た

一
振
は
総
長

一
米
二
〇
、
茎
の
長
さ
一
二
糎
七
で
、
身
幅
四
糎
五
、
角
棟
の
厚
さ
○
糎
八
で
あ
る
。
鋒
は
折
損
し
て
い
る
よ
う
で
あ

玄Ｏ
。以

上
の
如
く
刀
は
三
振
で
あ
る
が
、
素
晴
し
く
長
く
且
つ
丈
夫
に
出
来
て
い
る
。

Ｅ
、
鉄
　
　
鏃

鉄
鏃
は
二
十

一
本
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
小
形
状
種
々
で
あ
る
が
、
比
較
的
大
形
で
、
片
刃
根
の
刀
先
形
、
両
刃
の
剣
光
形
、
平

根
な
ビ与

ぁ
つ
た
。

Ｆ
、
斧

　

頭

八
一



八
二

斧
頭
は
総
長

一
七
糎
五
、
身
幅
六
糎
、
袋
穂
の
長
さ
七
糎
、
高
さ
五
糎
五
で
、
袋
は
両
側
面
か
ら
曲
げ
込
ま
れ
て
出
来
て
を
り
、
厚
さ
○

糎
四
で
刃
度
り
は
六
糎
五
あ
る
。
斧
頭
は
こ
の
一
個
で
あ
つ
た
。

Ｇ
、
砥
　
　
石

砥
石
は
二
個
で
あ
っ
た
が
、　
一
個
は
長
さ
七
糎
、
幅
四
糎
、
高
さ
三
糎
五
で
、
初
め
は
骨
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
位
い
で
黄
色
い
表
面

の
滑
ら
か
な
石
で
あ
る
。
他
の
一
個
は
中
央
か
ら
二
つ
に
折
れ
て
い
る
。
総
長

一
三
糎
、
幅
二
一
糎
、
高
さ
二
糎
五
、
最
低
の
中
央
郡
○
糎

二
で
、
細
い
も
の
で
ぁ
り
又
相
当
に
磨
滅
し
て
い
た
。

Ｈ
、
鉄
　
　
片

鉄
片
は
多
数
あ
り
一
鎧
の
破
片
の
よ
う
な
も
の
が
多
く
、
鉄
鏃
の
破
片
な
ど
が
混
し
て
い
る
。

以
上
が
こ
の
古
墳
か
ら
出
上
し
た
遺
物
で
あ
つ
た
が
、
日
向
遺
蹟
調
査
団
と
し
て
は
、
三
年
目
に
初
め
て
遺
物
の
豊
富
な
吉
墳
に
遭
遇
し

た
も
の
で
、
小
ざ
な
古
墳
と
し
て
は
意
外
に
遺
物
が
多
か
つ
た
。

喫

構

そ

の

他

に

つ

い

て

発
掘
の
結
果
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、　
こ
ゝ
に
疑
間
の
点
が

一
、
二
存
在
す
る
。
　
そ
れ
は
前
に
記
し
た
よ
う
に
、
鏡
や
刀
の
あ
つ
た

面
と
玉
類
の
あ
つ
た
面
と
が
深
さ
に
お
い
て
五
〇
糎
か
ら
差
が
あ
つ
た
と
い
う
事
実
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
は
如
側
に
考
が
ゆ
べ
き
で

あ
る
う
か
。
こ
の
疑
間
に
対
し
て
は
発
掘
に
よ
つ
て
知
ら
れ
花
事
実
に
基
ず
い
て
考
が
ゆ
べ
き
で
あ
る
が
、
先
ず
最
初
に
発
見
さ
れ
た
刀
が

北
を
下
に
傾
斜
し
て
い
た
事
実
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
古
墳
の
北
側
が
何
か
の
作
用
で
陥
没
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
な
。
勾
玉
や
管
玉
な
ど
は
鏡
の
中
心
か
ら

一
米
位
い
北
方
に
在
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
玉
類
は
も
と
、
も
う
少
し
鏡
の
近
く
に
あ
つ
た
で
あ

る
テ
こ
と
は
、
管
玉
の
一
個
が
鏡
の
南
側
に
あ
つ
た
こ
と
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
位
置
が
隔
つ
て
は
い
る
が
、
玉
類
は
余
り
散
乱



せ
ず

一
団
と
な
つ
て
存
在
し
た
か
ら
掘
り
返
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
発
見
さ
れ
た
管
玉
の
数
は
八
個
で
、　
一
個
の
長
さ
三
糎
位

い
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
繋
ぎ
合
せ
る
と
二
四
糎
と
な
る
。
そ
れ
に
勾
玉
が
五
個
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
貫
く
と
し
て
平
均
の
厚
さ

一
糎
と
し
て

五
糎
で

ｔ、
管
玉
と
加
え
て
二
九
糎
と
な
る
。
玉
と
玉
の
間
隔
を
○
糎
五
置
け
ば
二
五
糎
と
な
り
、
首
の
周
り
に
掛
け
る
も
の
と
し
て
は
、
玉

が
不
足
し
て
い
る
と
し
て
も
僅
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
見
て
銃
の
北
部
か
ら
土
地
が
北
側
に
陥
没
し
た
も
の
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
次
ぎ
に
こ
の
古
墳
の
構
は
何
で
あ
つ
た
か
と
い
う
疑
間
で
あ
る
。
大
き
な
石
は
一
枚
も
な
く
、
従
つ
て
石
棺
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
又
同
市
伊
勢
ケ
浜
に
多
く
あ
る
石
榔
式
で
も
勿
論
な
い
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
刀
の
南
側
に
余
り
大
き
く
な
い
石
の
列
が
あ
る
こ
と

小
石
が
割
合
多
い
こ
と
、
粘
土
質
の
上
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
考
え
て
粘
土
棺
で
あ
つ
た
と
見
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。

遺
物
配
置
の
状
況
は
鏡
が
北
に
あ
り
、
三
本
の
刀
は
何
れ
も
茎
を
北
に
鋒
を
南
に
向
け
て
置
か
れ
て
い
た
事
実
は
、
こ
の
棺
に
葬
ら
れ
た

人
は
頭
を
北
に
、
足
を
南
に
向
け
て
仰
臥
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
の
配
置
は
乱
れ
て
い
る
が
鏡
は
胸
の
と
こ
ろ

に
刀
は
両
側
に
、
玉
は
首
の
位
置
に
あ
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
大
体
に
遺
物
は
北
方
に
動
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
小
さ
い
古
墳
で
、
し
か
も
丘
地
の
上
に
突
出
し
て
い
る
も
の
は
風
雨
に
よ
つ
て
上
部
の
封
土
を
洗
い
流
さ
れ
る
こ
と
が
激
し
い
わ
け
で
あ

る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
遺
物
が
地
表
下
三
〇
糎
の
浅
い
位
置
に
あ
つ
た
こ
と
は
、
封
上
が
殆
ん
ど
洗
い
流
さ
れ
て
し
ま
つ
た
結
果
で
あ
つ
て

そ
れ
は
叉

一
つ
に
は
粘
土
棺
で
あ
つ
た
か
ら
、　
一
層
風
雨
に
冒
さ
れ
る
こ
と
が
ひ
ど
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
刀
や
砥
石
が
折
れ
て
い
た
の
も

封
上
が
削
平
さ
れ
た
結
果
で
、
こ
の
古
墳
は
遺
物
が
地
上
に
露
出
し
て
人
々
に
踏
み
折
ら
れ
雨
で
流
し
去
ら
れ
る

一
歩
前
に
あ
つ
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。

斧
頭
の
位
置
は
動
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
南
方
の
刀
の
尖
端
か
ら
鏡
の
北
端
ま
で
二
米
あ
る
。
鏡
は
動
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
か

八
三



八
四

ら
、
そ
の
北
に
玉
が
あ
り
、
そ
の
位
置
を
首
と
考
え
れ
ば
、
構
の
内
側
の
長
さ
は
三
米
位
い
、
南
側
の
刀
と
北
側
の
刀
と
の
外
側
の
間
隔
が

七
〇
糎
あ
る
か
ら
棺
の
内
側
の
幅
は
一
糎
位
い
あ
つ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
尚
お
墳
頂
原
点
側
の
刀
の
下
に
あ
つ
た
石
そ
の
他
諸
所
に
朱

が
認
め
ら
れ
た
か
ら
棺
の
内
側
に
朱
が
塗
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
古
墳
の
遺
物
は
極
め
て
優
秀
な
も
の
で
、
八
鈴
鏡
は
全
国
的
に
出
土
例
が
極
め
て
少
い
遺
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
割
れ
て
は
い
て
も

完
全
形
で
発
掘
さ
れ
た
こ
と
は
、
古
代
日
向
の
文
化
研
究
に
貴
重
な
資
料
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
勾
玉
も
ヒ
翠
の
も
の
は
極
め
て
大
形
で

あ
り
、
又
切
子
玉
の
形
の
珍
ら
し
さ
も
他
に
例
を
見
な
い
。
刀
に
し
て
も
一
米
を
越
え
る
長
さ
で
且
頑
丈
な
作
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物

に
よ
つ
て
こ
ゝ
に
葬
ら
れ
た
人
物
を
想
像
す
れ
ば
、
刀
か
ら
見
て
そ
れ
は
腕
力
秀
で
た
遅
ま
し
い
武
人
で
あ
つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま

た
大
形
の
鉄
鏃
か
ら
見
て
も
強
弓
を
ひ
い
た
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
鈴
銃
を
有
し
た
こ
と
は
、
鈴
の
音
色
と
思
い
合
せ
て
一
面

の
優
し
さ
を
示
し
て
い
る
。
叉
玉
の
色
が
緑
や
自
を
好
ん
だ
こ
と
は
清
浄
に
し
て
崇
高
な
性
格
を
象
徴
す
る
か
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

最
後
に
こ
の
古
墳
の
年
代
を
知
る
た
め
に
は
、
八
鈴
鏡
が
最
も
重
要
で
あ
つ
て
、
鈴
鏡
は
日
本
で
製
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
多
く
祭
祀
に
用

い
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
ゝ
の
は
獣
支
八
鈴
鏡
で
あ
る
か
ら
、
今
か
ら
千
四
百
年
位
い
前
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る

とコン。な
お
こ
れ
ら
の
遺
物
は
全
部
県
立
博
物
館
に
保
管
を
依
頼
し
た
。
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